
特定技能外国人受入れの
優良事例集 令和４年度版

一般社団法人 全国農業会議所

令和 5年 3月 

農業分野における



　平成 31（2019）年４月１日施行の「出入国管理及び難民認定法及び法務省設置法の

一部を改正する法律」により、在留資格「特定技能」が新設されて４年が経過します。

　特定技能制度は、人手不足が深刻な産業分野にて即戦力となる外国人材を受け入れる

もので、農業分野では在留期間が通算５年間までの「特定技能１号」が適用されています。

　現在では、新規に受け入れる機関が着実に増える一方で、特定技能外国人を複数年雇

用する受入れ機関も多く存在します。

　こうしたなか、一般社団法人全国農業会議所では、農林水産省の令和４年度事業

「外国人材受入総合支援事業」にて、令和２年度・令和３年度に引き続き農業分野で特定

技能外国人を受け入れている農業者等を調査し、優良事例集を作成しました。

　具体的には、「農業特定技能協議会」に加入している受入れ農家等に、以下の事項に

ついてアンケートを行ったうえで、個別に取材・調査した結果を取りまとめました。

　① 導入のきっかけ・取り組み

　② 雇用契約・支援内容

　③ 労働条件とキャリアアップ・処遇

　④ 受入れた効果と今後の動向

　⑤ 共生社会の実現に向けた取組

　⑥ 特定技能外国人の声　など

　令和 3 ～ 4 年度の調査では、特定技能外国人を一定の役職に登用する、明確なキャリア

アップ制度を設けるといった、モデルとなりうる事例を紹介しています。

　また、特定技能外国人への支援の工夫や受け入れる際の心構え、技能実習生との役割

分担など、参考になる内容を掲載しています。

　現在、特定技能外国人を受入れている、あるいは受入れを検討している農業者等の

皆さまが適正かつ円滑に制度を利用し、外国人材が働きやすい環境がより一層整備される

ために、本事例集をご活用ください。

　令和 5（2023）年 3 月

一般社団法人　全国農業会議所
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1 基本情報

［経営規模］
●　耕作面積	 180ha（露地）、ハウス 50 棟　
●　主な作物	 米、麦、大豆、とうもろこし、キャベツ、玉ねぎ、ブロッコリー他
●　売 上 高	 年間 5 億円
●　社員構成	 日本人 60 人（正社員 25 人、パート 35 人）、外国人 14 人
●　農家 7 戸が合体して、株式会社輝楽里がスタートした。
 

［在留資格等］
●　特定技能外国人　　2 人（中国人　男性、2021 年 11 月から）
●　技能実習生　　　　12 人（中国、男性 4 人、女性 8 人）

2 導入のきっかけ・取り組み等

●　自社の技能実習生から継続して雇用している。とても優秀で大変重要な人物なので、継続して
雇用した。

●　外国人材側も、コロナ禍で帰国困難な中、帰国した後の仕事も考え、日本に残ることを決断し
たと思われる。

●　初めての特定技能人材となったので、受入れ企業・外国人材とも特定技能制度をさらに熟知し、
成長していくことが課題だと思っている。

受 入 れ 機 関

登録支援機関

株式会社輝楽里
（北海道江別市）

ISS北海道事業協同組合
（北海道江別市）

地域で一番質の高い企業を目指す事例
［耕 種］

1
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●　2 人とも言葉を早く覚え冗談も言い合える関係で、他の日本人社員と同じ扱いで、居心地もよ
いと思っている。

［リクルート方法について］
●　自社の技能実習 3号の修了者で優秀な人材を、特定技能として採用した。
●　基本は自社の実習修了者を雇用したいと考えている。自社で従業員も理解しており、偏見差別

などなくフランクに話ができ、外国人も働きやすい。そのような関係性が構築できてきたと考え
ている。

●　特定技能として採用する場合、給料は同じにはしない。技術、能力、理解力、責任感などを考
慮した給料システムの構築が今後の課題だと思っている。

3 雇用契約・支援内容

［雇用契約］
●　直接雇用で 2 年契約の更新。最長 5 年になることも、お互いに了承している。
●　長く働いてほしいが、なにか障害が出てきた場合を考え、2年ごとの更新とした。

［支援計画について］
●　受入れ機関と相互に確認しながら、登録支援機関が作成。登録支援機関は近くにあるので、い

ろいろと相談しやすい。
●　ガイダンスでは、給与・控除項目などとともに、年金などの納税義務の説明にも力点を置いた。

しかし、われわれ日本人よりも、彼らはネットワークを通じよく知っていた。
●　また、要望等の聴取も丁寧に対応した。相談窓口や相談方法を明示している。

［住環境について］
●　男性は、一戸建てを改造して、6人が住んでいる。個室区切りになっているが、部屋の大きさ

は人によって違う。家賃は水道光熱費、Wi-Fi 通信料込みで 18,000 円。
●　女性は、10 数人住める新築アパートに、日本人の新人社員とともに生活している。家賃は水

道光熱費、Wi-Fi 通信費込みで 25,000 円。
　　Wi-Fi 設備を完備し、ごみの分別処理等も注意喚起している。また故障や不足している物はな

いかなど、会社側が随時点検している。

［事例1］　株式会社輝楽里

一戸建ての住まい
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［交流支援や苦情対応について］
●　コミュニケーションは、中国人同士のやり取りも、なるべく日本語を使用するように伝えてい
る。男性は日本語をどんどん使い上達するが、女性は日本語の達者な人に任せてしまい、なかな
か上達しない。

●　外国人材の意見を聞いて、調理器具の買い替えや常備薬を会社で購入して補充した。

［自動車免許の取得について］
●　2 人とも技能実習時代に、自動車免許を取得した。免許取得については、会社は金銭的な支援
をしている。

［地域交流について］
●　地域の共同作業（ごみ拾い等、年に 2 〜 3 回）や地域行事に参加している。

4 労働条件とキャリアアップ・処遇

［労働条件］
●　月給制　207,000 円（日本人の新卒初任給は 195,000 円〜 200,000 円）
●　賞与は 1、2月に支給したが、2人とも 15 万円くらい。ボーナスのみ業績にて現金支給。実習

生にはお年玉を出す。
●　勤務時間は、8 時間（休憩は圃場から戻る時間も考慮して昼 90 分と、午前・午後で各 15 分の

120 分）。

［安全衛生について］
●　ネットで探した簡易な日本語や母国語表記によるポスターの掲示で、注意喚起している。
●　外国人材の近くにいる人が、丁寧でわかりやすい説明や声掛け等を行う、そういう意識を持っ

てもらう。
●　長時間の重労働とならないよう、休憩時間はきちんととってもらう。特に暑い日は、休憩時間

外でも水分補給するよう促している。
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［キャリアアップについて］
●　キャリアアップの仕組みは考えており、外国人や日本人を含めたグループリーダーや現場責任
者になってもらいたい。

●　携帯電話を特定技能外国人が持参し、受注のオーダーが来ると、多くの現場の人々に、収穫作
業等について教えている。

［昇給等について］
●　評価制度による昇給の仕組みを考えている。
●　賃金以外に、賞与、住宅補助・手当、3 万円程度の作業着（カッパ、くつ、防寒服等）の購入

補助をしている。
●　リーダー手当として 15,000 円／月程度を考えている。

［福利厚生について］
●　コロナ流行以前は、例年サクランボ狩りや海水浴に行き、倉庫での焼肉も年 2 回は実施してい

た。しかし現在は小規模な焼肉は開催しているが、旅行等は開催できていない。

5 効果と今後の動向

［受け入れ効果について］
●　労働力アップや職場の活性化に加えて、特定技能外国人は技能実習生の模範となっている。
●　また日本人を含めた従業員が、休日を取得しやすくなった。
●　雇用契約前に、日本の年金制度や住民税、所得税の説明を通訳を介して行ったが、本人たちが

十分理解できただろうかと感じている。
●　技能実習生からの継続であるため、外国人材も日本人従業員も、特定技能ではなく技能実習生

に近い感覚であるので、今後乗り越えなくてはならない課題ととらえている。

［帰国後の交流について］ 
●　相互訪問等の交流を考えているが、今後の人材確保に向けて、帰国後の友人・知人等の紹介に
も期待したい。

［今後の採用について］
●　今後も外国人材の採用を増やしていく意向だが、外国人材側の子供の将来も考え、家族の意見

も大切だと考える。
●　日本語能力や社会適応性も高いので、現在の技能実習生が希望したら採用していく。
●　規模拡大等に伴い、特定技能外国人材を増やしていきたい。特定技能 2 号については未定で

ある。

6 新規受入れ国等の考え方

［新規国籍者について］
●　現在の受入国の中国に加えて、新規受入れ国は考えていない。
●　現在受入国人材とのコミュニケーション、生活様式や宗教観や食事制限など、多国籍による不

［事例1］　株式会社輝楽里
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安がある。
●　数年前もインターンシップで、別国の外国人材を受け入れた経験があるが、可能ならば検討し

てみたい。

7 特定技能外国人の声（日本語が達者）

李（リ）さん

●　日本に来て 6 年目で、日本の生活慣れました。病気、けがない。
●　街中はコロナ感染が心配なのでいかない。
●　休日、行くところは少ないが、インターネット、読書、ゲームなど。
●　料理は 3 食、自分でつくる。問題ない。
●　山東省出身で雪は少ないけど、北海道は雪多いが寒さは同じくらいなので寒いと感じない。
●　今までやった仕事は全部おぼえた。日本人パート、中国人実習生への指示もできる。他国は難

しい。
●　日本人社員、パートともよく話す。
●　結婚しており、子供は二人。今年の冬帰る（長期、2-3 カ月）。特定技能 2号に移行できたら、
家族帯同したい。

●　中国では小麦、ピーナッツ、いも、とうきびなどの農家だが、農業するかはわからない、畑あ
るけど。

●　日本の給料は、中国よりよい。

武（プ）さん

●　李さんと同じく、日本に来て 6 年目。
●　結婚している、子供 2人で双子 8歳。子供を大学へ行かせたい。
●　今まで 2 回、一時帰国している。
●　中国人コロナに敏感で、呼ばない。
●　江蘇省出身で、中国で米、麦の農業すこしやっている。奥さんは別の仕事をしている。
●　トラクターなどの機械運転もする。
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女性の力を信頼して
希望の持てる職場にしたい事例

［耕 種］

2

1 基本情報

［経営規模］
●　耕作面積	 （施設栽培）、ハウス 59 棟
　　　　　　　　※　キノコ菌床トップシェアの、森産業（群馬県）のグループ企業
●　主な作物	 生しいたけの生産、販売業務。　設立　1998 年　　　　　　
●　売 上 高	 年間およそ 7 ～ 8 億円（生産量は，日 3 ／ t= 年 1000 ／ t）
●　社員構成	 日本人 70 人、外国人 26 人

［在留資格等］
●　特定技能外国人　　6 人（中国 3 人、ベトナム 3 人）
●　技能実習生　　　　20 人（中国・ベトナム、1 号～ 3 号）

2 導入のきっかけ・取り組み等

●　農業の新規就農が厳しく人材確保が困難な中で、自社の技能実習経験者を雇用した。外国人材
への期待から、会社としても優秀な人材を特定技能で雇用した。

●　外国人材側も、特定技能制度が解っており、継続して自社での就職希望があった。

［リクルート方法について］
●　自社の技能実習 2 号や 3 号修了者、及び帰国していた人材も、特定技能で応募してきたので、
双方が納得して採用した。

●　技能実習中も中国とベトナム人と同じ宿舎に同居していたので、心配はなかった。
●　自社で育ってくれた人が良く、他社からの人材受入れは考えたことがない。

3 雇用契約・支援内容

［雇用契約］
●　直接雇用で３年契約としている。
●　既婚者もいるが、最大５年間働くことについては、双方が納得している。

受 入 れ 機 関

登録支援機関

有限会社フォーレ白老
（北海道白老郡）

東洋ビジネス協同組合
（北海道札幌市）
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［支援計画について］
●　受入れ機関と相互に確認しながら、登録支援機関が作成。技能実習からの移行でもあり、特に
技能実習制度との違いや、生活・手続き面等の支援に関する説明を行った。

●　ガイダンスでは、納税や国民年金等の納税義務も説明したが、日中租税条約の内容も理解して
おり、特定技能での地方税等の支払いが発生する事も了解している。

［コミュニケーションについて］
●　国籍に関係なく、昼食や休憩等を一緒に取り、コミュケーションに努めている。中国、ベトナ
ムとも実習生時代から知っており、問題はない。

●　風邪になって病院へ連れて行ったこともある。

［地域交流について］
●　地域行事に参加するなど交流を深めている。町の成人式には、6人の成人者が和服を着て参加
した。

●　地域の人々とも、希望をもってやってほしい。

  

4 労働条件とキャリアアップ・処遇

［労働条件］
●　時給制　910 ～ 940 円（技能実習 2 号からと、同 3 号からで差）
●　賞与は年 2回、22,000 円ずつ支給しているが、実習生を含めすべての外国人材へ支給している。
●　また特定技能の人材には、実習生指導に対して、1～ 1.3 万円／月の手当も支給している。
●　勤務時間は、7 ～ 8 時間（休憩は昼休みを含めて 80 分）となっている。
  

［安全衛生について］
●　外国人材は全員が女性であり、機械操作等の仕事はない。今までに事故は発生していない。
●　作業場の安全・衛生管理については、常に指導者等が注意を徹底するとともに、しっかりと内

容を把握するようにしている。
●　休憩に関しては、体調のチェックに気を付けている。
  

［キャリアアップについて］
●　日本語検定合格者には、キャリアアップの仕組みがある。
●　リーダー格の特定技能人材には、パック詰検品等の重要な仕事を任せており、かつ実習生の指
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導ができる人には手当を付けている。
●　外国人従業員のグループリーダーの扱いで、現在 3 人が該当する。他の人へ指導できることが

重要である。

［昇給等について］
●　人事考課制度はないが、受入れ側の責任者間でリーダー性を協議して、特定技能へ進ませたい。
●　能力評価で差があるのは外国人材の間でも理解しており、給与明細書等もお互いが見ている。
●　実習生へ指導できる人に対しては、賃金以外の手当を付けている。

［能力向上について］
●　日本語能力検定（N1や N2 を受験）にチャレンジし、合格祝い金等を支給し、3～ 4名が該
当している。頑張る人は頑張る。

［福利厚生について］
●　花見や雪まつり等のイベントの実施や、日帰り旅行（登別温泉等）など福利厚生があるが、コ

ロナで自重している。

［苦情対応等について］
●　外国人材の面々は、会社の女性責任者のところへ、朝・昼・夜と頻繁にやってきて、なんでも
相談している。

●　携帯電話等の活用のほか、定期的な面談や苦情対応にも心掛けている。

5 効果と今後の動向

［受け入れ効果について］
●　労働力アップ等に加えて、特定技能外国人は技能実習生の模範となっている。
●　また日本人を含めた従業員が、土曜や日曜日の休日取得をしやすくなった。

［帰国後の交流について］ 
●　日本残留組を含め帰国実習生等の、人材確保に向けた知人・友人の紹介にも期待している。
●　女性のネットワークに期待したい。

［事例2］　有限会社フォーレ白老
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6 新規受入れ国等の考え方

［新規国籍者について］
●　現在の受入国中国・ベトナムに加えて、モンゴルも検討したい。
●　ただ、現在受入国の人材とのコミュニケーションや、宗教観や食事制限など、多国籍による不

安もある。

［特定技能外国人の採用や特定技能２号について］
●　人口減少や過疎化が進む中、特定技能外国人の採用の採用意向は大いにある。
●　日本人従業員のほとんどがパートであり、現在の人数を目安に、若い外国人を一定数は確保し

ていきたい。
●　また特定技能 2 号はリーダー的な位置づけと聞いているが、女性だけの職場でもあり、採用に

ついては未定である。

7 特定技能外国人の声

●　技能実習時代から、いろいろと勉強している。
●　後輩にも、いろいろと教えていきたい。
●　周りの皆さんとも、楽しく仕事していきたい。
●　お金も貯め、有効に使いたい。
●　日本のいろいろな行事等にも、積極的に参加していきたい。
●　日本の食べ物は好きだが、納豆は無理。
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能力があれば
国籍は関係なく期待している事例

［耕 種］

3

1 基本情報

［経営規模］
●　耕作面積	 露地 47.5ha　ハウス 7 棟　
●　主な作物	 ブロッコリー（9 割）、トウモロコシ、ネギ、キュウリ、カブ
		  他、埼玉県の指定産地
●　売 上 高	 年間１億４千万円
●　社員構成	 日本人 8 人、外国人 9 人
●　そ の 他 	 生産した野菜は株式会社ベジタベル（卸売り会社）に全て卸している。
		  将来的には統合する予定。

［在留資格等］
●　特定技能外国人　　2 人（中国、男性）（2020 年 2 月～）
●　技能実習生　　　　5 人（中国、男性）（2 人は特定技能へ意向あり）
●　そ の 他 	 　　　2 人（韓国、男性　中国、女性）

2 導入のきっかけ・取り組み等

●　数年前に技能実習制度をYouTube で知り、技能実習生の受入れを開始した。日本人の従業員
は集まりづらく定着しづらいので、人手不足を解消することができた。11 年前は年商 700 万円
だったが、事業規模を 20倍まで拡大することができた。

●　日々の仕事の中で向上心が伝わってきており、技能実習生から引き続き特定技能として雇用し
た。日本人よりも指示を出すようなリーダーとなっており、これからも活躍に期待している。

●　外国人材側は、円安・インフレで高賃金にはならなくなってきているものの、業務内容を熟知
しているため、帰国するのは勿体ないということもあり、特定技能に移行することを希望した。

［リクルート方法について］
●　熟練した技能を持ち気心も知れているので、自社の技能実習 2号の修了者を、特定技能とし
て採用した。

●　技能実習期間中に、外国人材が性格的に問題ないか等を奥さん（台湾出身）と相談し選考した

受 入 れ 機 関

登録支援機関

ベジタベル
（埼玉県深谷市）

くろしお協同組合
（茨城県鉾田市）
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上で、残ってほしい人材には声をかけた。
●　技能実習生 5 人のうち、2 人は特定技能に移行予定。
●　ただ申請に必要な書類等を、年金事務所や税務署等で集める作業には苦労した。

3 雇用契約・支援内容

［雇用契約］
●　直接雇用で５年契約。一人は半年ほど帰国して家族と過ごした後、再入国している。
●　本人たちも了承しており、可能ならずっと働きたいと言ってくれることはありがたい。

［支援計画について］
●　受入れ機関と相互に確認しながら登録支援機関が作成。
●　中国人の技能実習生は租税条約の関係で免税されるが、特定技能の場合は課税される等、技能

実習生と特定技能の違いを説明した。外国人側もよく理解していた。
●　面談等を通じて感じることは、特定技能 1号だと妻や子と一緒に過ごせないのがつらく、で
きればずっと日本で頑張りたいと言われる。農業者にとっても、外国人材は信頼でき頼りにして
いるので、ずっと頑張れるような制度を願っている。

［住環境について］
●　職場から 500 メートル程度にあるアパートに二人で生活しており、家賃（1 万／月、一人で一

部屋使用を希望する場合は２万／月）は給料から控除される。自転車を貸与している。
●　ゴミ出しは自ら行い、近隣住民とのトラブルには気を付けている。
●　コミュニケーションにも十分気を使っているが、台湾出身の妻が中国語でもやり取りできるの
は心強い。

［地域交流について］
●　廃品回収の時など手伝ってくれる。
●　外国人の多い地域ということもあり、地域の人は受け入れている雰囲気がある。

4 労働条件とキャリアアップ・処遇

［労働条件］
●　時給制　1100 ～ 1300 円（昨年からは 100 円／時アップした。）
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●　毎年 10 月の最低賃金引き上げのタイミングで給与改定を行っている。
●　ベースの時間給を高めに設定することで、本人のモチベーションも向上し、意欲的に仕事に取
り組んでいる。

●　賞与は年 2年回支給としている。（年間 100,000 ～ 300,000 円）
●　勤務時間は、7 ～ 10 時時間（休憩は昼 12 時～ 13 時と午前と午後 15 分で、90 分）となってお

り、天候や収穫期によって異なる。
●　外国人は残業したがるが、月 45時間に抑えている。効率的には、休息も大事だと考えている。
●　特定技能外国人も技能実習生も、残業・早朝の時給は割増（25％増）としている。

［安全衛生について］
●　技能実習も経験しているので、作業は熟練しているが、特に管理機のロータリーが土に入ると

きは、キックバックがあるので気をつけるように注意している。
●　危険予測や健康診断等も適時している。

［キャリアアップについて］
●　技能実習生時代から通算で 6年目になり、日本人よりも指示が出せる農場長的なリーダーと
して活躍している。作業工程の管理を任せている。日本人・外国人の区別なく、能力に応じて活
躍してほしい。

●　どうやったらロスを減らせるか考えたり圃場で異変に気づいたり等、日々の仕事の中で向上心
が伝わってくる。

●　将来は役員として考えており、役員は経営者という位置づけなので投資・経営ビザも検討している。
●　特定技能１号で役員になってはいけないというルールはないが、特定技能２号が設置されれば

活用したいと考えている。

［昇給等について］
●　年に1度、昇給をしている。また本人の能力などを総合的に判断して、必要ならば随時実施する。
●　手当としての名目はないが、本人の能力と資格（自動車運転免許）の有無で給与に差を付けている。

［能力向上について］
●　特定技能の一人は、中国の運転免許を取得しており、日本の運転免許へ切り替えを行い一回で
パスした。学科試験と実技試験の費用は負担した。

●　やる気のある人がどんどん伸びていけるように、能力向上してほしい。

［福利厚生について］
●　雨合羽の支給。（一着 1 万 5 千円程度）二着目以降は半額補助。
●　農作業の節目で BBQ を年に 4 ～ 5 回行っている。
●　自動車を貸しており、休日に複数人で買い物に行っているようだ。ガソリン代は全額支給している。

［交流支援や苦情対応について］
●　固い雰囲気は嫌なので、コミュニケーションは重視している。
●　日本語の日常会話は問題ないが、難しい言葉は言い回しを変えている。
●　妻が中国語を話せることは、大きな役割となっている。

［事例3］　ベジタベル
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5 効果と今後の動向

［受け入れ効果について］
●　やる気と熟練した能力がある人材が残ってくれたことで、会社として成長ができた。受け入れ
当初と比較して、毎年の売上が増加してきた。

●　特定技能外国人の働きぶりが良く、他の農家から雰囲気の良さを褒められることもあり、職場
のイメージが向上した。

●　日本人を含む他の従業員が、休日を取得しやすくなった。

［帰国後の交流について］ 
●　特定技能での帰国者はまだいない。帰国後も SNS 等を通じた交流は持っていきたい。

6 新規受入れ国等の考え方

［新規国籍者について］
●　今後も特定技能外国人は、事業規模に応じ採用していく意向がある。
●　現在の受入国の中国に加えて、ベトナムやバングラディシュも検討したい。
●　ただ、現在受入国の人材とのコミュニケーションや、文化・習慣による生活様式など、多国籍

による不安もある。

［特定技能２号について］
●　日本の農業と経済を衰退させることなく、さらに発展させるためには必要な制度だと願っている。
●　特定技能 1号では、妻や子供と離れて生活することになってしまうことが、とても可哀そう
に感じる。

7 特定技能外国人の声

●　来日に来て 6 年以上になり、生活で難しいことはもうありません。
●　出身の山東省と日本は気候が似ています。
●　自動車を運転するときは、歩行者に気をつけています。たまにドライブに行きます。
●　仕事では細かいことにも気をつけています。技能実習生には仕事を教えています。
 

 特定技能外国人 
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信頼関係が何よりも大切、
お金ではなく心が一番事例

［耕 種］

4

1 基本情報

［経営規模］
●　耕作面積	 30ha（露地）、ハウス 70 棟　
●　主な作物	 花卉栽培・販売（ひまわり、ダニア、キラキラレース他）
●　売 上 高	 年間１億１千万円
●　社員構成	 日本人 15 人、外国人 6 人
●　そ の 他 	 登録商標「キラキラレース」
  

［在留資格等］
●　特定技能外国人　　3 人（ベトナム　女性 3 人 =2021 年 7 月から）＋ 1 人（男性、12 月より）
●　技能実習生　　　　2 人（ベトナム、男性 1 人、女性 1 人）
●　特定活動　　　　　1 人

2 導入のきっかけ・取り組み等

●　農業の新規就農が厳しい中、従業員の高齢化、人材確保が課題に、まずは技能実習生として雇
用開始した。仕事も日常の生活も頑張ってくれ、実習生側の希望もあり、また会社としてもさら
に高みを目指していこうということから、継続して特定技能として雇用した。

●　外国人材側も、賃金も大切だが、やりがい、日本語の上達や日本人とのかかわりなど、お金だ
けではなく得られるものを、とても重視していると思う。結婚して子供を産み育てていきたいと

受 入 れ 機 関

登録支援機関

株式会社金井園芸
（千葉県南房総市）

光成国際開発有限会社
（千葉県鴨川市）
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いう人も多くいる。
［リクルート方法について］

●　自社の技能実習 2 号の修了者で帰国していた人材を、特定技能として採用した。
●　日本で 3 年間働き日本の事情も分かる中、即戦力として、弊社を選んでもらえたことに感謝し

ている。また登録支援機関からの紹介者も含め、3 人いる。

3 雇用契約・支援内容

［雇用契約］
●　直接雇用で 1 年契約の更新。
●　長く居てほしいが、若い女性なので負担やプレッシャーを与えないとの観点から、１年ごとの
更新とした。

［支援計画について］
●　受入れ機関と相互に確認しながら、登録支援機関が作成。
●　ガイダンスでは、日本語の修得支援に力点を置いた。お金は使ってしまえばなくなってしまう
が、日本語は使えば使うほど自分のものになる。

［住環境について］
●　職場から 1km内に一軒家を二戸借り上げ、2～ 3人ずつ分散して生活している。近いうちに

結婚者が予定されるので、配慮したい。
●　Wi-Fi 設備を完備し、自転車を貸与して、プライベートがしっかりとある中、メリハリのある
生活ができるよう支援している。

［自動車免許の取得について］
●　リーダー格の女性が、自動車免許を取得した。免許取得については、会社が全てを支援した。

［地域交流について］
●　地域の共同作業（道路や市役所の花壇整備等）や地域行事に参加し、また地域の小・中・高校

との交流もある。このような交流については、地元の新聞に取り上げられたり、テレビにも出演
したこともある。
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4 労働条件とキャリアアップ・処遇

［労働条件］
●　時給制　960 円（2 年目には 980 円に引き上げた）
●　賞与は年 2回支給としているが、車の免許取得や通訳の貢献度合い等で、それぞれ異なる。
●　勤務時間は、7.5 時間（休憩は昼 12 時～ 13 時と午前と午後各 15 分で、90 分）となっているが、

繁忙期等で異なる。
●　労務管理等では、時間に関しての自覚を持ってもらい、作業時間の厳守に注意している。

［安全衛生について］
●　作業場の安全・衛生管理については、常に指導者等が注意を徹底するとともに、しっかりと内

容を把握するようにしている。
●　休憩では体調管理や家族の心配事など、なるべく会話の中で、変化を見つけようと心掛けている。

［キャリアアップについて］
●　キャリアアップの導入を考えており、特に運転免許取得者に対しては、キャリアアップしたい。
●　花の生育を理解して仕事を進められる人は、チームリーダー等への昇格を考えている。やりが
いが大切だと思う。

●　人数が増えてきたため、今後は日本人も外国人も分け隔てないチームリーダーの設置を検討し
ている。

［昇給等について］
●　まだ日が浅いが、2 年目の人には時給で 20 円アップした。経験等を踏まえた、評価制度によ

る昇給を検討していきたい。
●　賃金以外の手当としては、夏季・冬季の賞与、繁忙期や猛暑時の手当、作業着等購入補助など

の導入を考えている。また、リーダー手当として賞与に上乗せすることを検討している。

［能力向上について］
●　日本語能力検定（N3）等の教材やテキスト補助は 100%支援、また自動車運転免許取得にも
100%支援する。

［事例4］　株式会社金井園芸
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［福利厚生について］
●　イベントの実施や日帰り旅行（日光等）など、福利厚生があるがコロナで自重している。

［交流支援や苦情対応について］
●　コミュニケーションはわかりやすい日本語で、業務以外の会話も行うよう心掛けている。また

四季折々の日本の行事をみんなで行う。
●　ラインやSNS活用のほか、定期的な面談や苦情対応にも心掛け、入管庁提出の定期面談結果

等は、受入機関と支援機関の両方で保管している。

5 効果と今後の動向

［受け入れ効果について］
●　労働力アップや毎年の売上増加に加えて、特定技能外国人は技能実習生の模範となっている。
●　また日本人を含めた従業員が、休日を取得しやすくなった。

［帰国後の交流について］ 
●　帰国後の交流についても、いつでも相談に乗ってあげたいし、交流していきたい。
●　信頼関係が何よりも大切であり、お金が一番でなく、心が一番だと思っている。

［現地での業務提携について］
●　無理強いはできないが、ベトナムは花を使う文化なので、帰国してキラキラレース（金井園芸

登録商標）をやることを勧めている。

6 新規受入れ国等の考え方

［新規国籍者について］
●　現在の受入国ベトナムに加えて、カンボジアも検討したい。
●　ただ、現在受入国の人材とのコミュニケーションや、宗教観や食事制限など、多国籍による不

安もある。

［特定技能２号について］
●　人口減少や過疎化が進む中、特定技能外国人の採用意向は大いにある。
●　また特定技能 2 号が設定された場合も、活用していきたい。特定技能 2号の設定を、大いに
楽しみにしている。

●　子供を残してきている外国人が 2 人いるが、本人たちは子供のうちに日本語を覚えさせたいと
考えているようだ。

7 特定技能外国人の声

●　技能実習時代から、いろいろと勉強している。
●　2018 年から働いており 4 年目。仕事はほとんど覚えており、後輩にもいろいろと教えている。
●　受入れ機関や周りの皆さんには、仲良くしていただき、楽しく仕事していきたい。
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●　日本のいろいろな行事等にも、積極的に参加していきたい。
●　帰国してからは、色々考えているが、まだ決まっていない。
●　できれば日本で長く仕事をし、生活していきたい。
●　休みは家の片づけや勉強など。道の片づけは地元の人に喜ばれる。
●　自動車免許の試験は、漢字を全て覚えていないため難しかった。

  

特定技能外国人と外国人実習生たち

［事例4］　株式会社金井園芸
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1 基本情報

［経営規模］
●　耕作面積	 250ha（含、借地）、ハウス１棟
	 　　　　　　　※　岐阜県の他、山梨県、静岡県、福井県、長野県に点在
●　主な作物	 大根、キャベツ、グリンリーフ、ミズナ、トマト他
		  ※　特定技能者が携わっているのは大根、キャベツ
●　売 上 高	 年間およそ 60 億円（含仕入れ、カット野菜他）
●　社員構成	 日本人 252 人、外国人 191 人（大半が総菜加工）
●　そ の 他	 外国人のうち、農業部門に携わっているのは 10 人
		  （特定技能５人、技能実習５人）

［在留資格等］
●　特定技能外国人　　５人（中国、女性５人）
●　技能実習生　　　　66 人（中国・ベトナム）
●　特定技能　　　　　13 人（総菜）
●　特定活動　　　　　21 人（総菜）
●　永住・定住・留学　86 人（工場のみ）

2 導入のきっかけ・取り組み等

●　日本人は仕事に農業を選ばない。地元の農林高校の卒業生でさえ、そのような傾向が強い。
●　そのような中で地元の農林高校の卒業生を中心に日本人をリクルートしてきたが、入社にまで

至らない事が多く、人手不足が課題であった。

［リクルート方法について］
●　５人のうち４人が自社の、残り１人が他社の技能実習２号修了者からの移行である。
●　農業は大変な仕事であるため、一通りの農作業をしっかり身につけてきたかどうかの実績を確

認している。
●　外国人材側は、自分の仕事能力向上や日本の働き方の修得に加え、家を建てたいや家族の生活

受 入 れ 機 関

登録支援機関

農業生産法人わかば農園株式会社
（岐阜県岐阜市）

中部農産振興事業協同組合
（岐阜県岐阜市）

会社をみんなの力で一緒に育てていこう！事例
［耕 種］

5
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［事例5］　農業生産法人わかば農園株式会社

向上のためなどが、労働意欲につながっている。

3 雇用契約・支援内容

［雇用契約］
●　直接雇用で連続して３年を前提にお願いしているが、女性が多く既婚者もいるため、本人の希

望をしっかりくみ取るよう心がけている。
●　3 年を節目としているが、場合によっては５年やる人も出てくると考えている。

［支援計画について］
●　登録支援機関が、受け入れ機関と一緒に作成している。納税においては、租税条約等について、

中国人はよく知っている。
●　同計画の実現には、日々のコミュニケーションが重要だと考えている。特に、対外国人であれ

ばなおさらであり、職場の日本人から声をかけるようにしている。
●　日本人と特定技能の橋渡し役を中国人の博士課程出身者が担ってくれており、コミュニケー

ションに行き違いがあった際などには助けてもらっている。
●　職場の人は、人として普通に付き合っている。
●　苦情対応等で要望があった場合などは、ホワイトボードを使って仕事のやり方等を説明して

いる。

［住環境について］
●　長野では一軒家を借りて生活しており、実習生の部屋の広さは５㎡／人程度で Wi-Fi を完備し

ている。
●　居住費は１万円と安くして、給料から差し引いている。
●　圃場は各地に分散しており、寮から離れているため、日本人社員が車で送迎している。

［自動車免許の取得について］
●　万が一の事故が発生した時に責任がとれないため、取得させる方針はない。
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［地域交流について］
●　町内会費は支払っている。
●　長野では JA での作業に参加しているが、他地区はそこまで把握できていない。

4 労働条件とキャリアアップ・処遇

［労働条件］
●　時給制 970 円（実習生は 880 円）
●　時給の他、農産手当１万円／月、食事手当５千円／月を支給している。
●　労働時間は８時から 17 時まで
 

［休憩について］
●　休憩時に体調のチェックをしている。
●　お茶、ドリンク、茶菓子を提供している。
●　休憩時間は昼 60 分＋朝 15 分 + 昼 15 分だが、現場の状況に合わせて柔軟に対応している。

［休日について］
●　有給休暇は、取得日が重ならないよう配慮した上で、公平になるようお願いしており、外国人

材側もよく理解している。

［安全衛生について］
●　トラクター等、農業機械の操作はない。
●　農業機械が動くときは、あらかじめ声をかけて離れるようにするなど、配慮している。また、
外国人材同士も声をかけ合うよう指導している。

［キャリアアップについて］
●　総菜部門ではサブリーダーというポジションを設けて 3000 円／月の手当を支給しており、農
業部門でも同様な制度の導入を考えている。

●　特定技能に中間管理職を担ってもらうことは難しいかもしれないが、将来的に検討している。
ただ女性ばかりの職場では、難しい面もある。

［能力向上について］
●　日本語習得のため、朝ドラを視聴してもらうようにしている。
●　外国人向け教材を必要に応じて提供している。

［福利厚生について］
●　コロナ以前は BBQ イベントや忘年会、慰安旅行を開催していた。

5 効果と今後の動向

［受け入れ効果について］
●　新たな労働力を確保できたことから、借地の拡大が可能となり、耕作放棄地の解消や地域活性
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化にも寄与していると考えられる。
●　会社としても 20 数年、規模拡大を続けられている。
●　これから受け入れる方への助言としては、コミュニケーションの大切さを言いたい。いろいろ

な人間関係も生まれる。

6 新規受入れ国等の考え方

［新規国籍者について］
●　現在の受入れ国である中国やベトナムに加えて、インドネシアやバングラデシュ、ミャンマー

等は検討の余地がある。
●　ただし、サボタージュなど発生しないよう、２～３程度の国数に抑えたい。

［宗教・文化について］
●　日本では当たり前のことが、外国人にとってはそうではない。例えば、脱いだ靴を揃えること

を理解してもらうことでさえ苦労した。

［特定技能２号について］
●　受け入れ側にもある程度の負担が新たに発生する可能性がある。そのような負担は自社だけで

は背負いきれないため、地元の人や行政の協力も必要だ。

7 特定技能外国人の声（長野で仕事しているので、オンラインでのやり取り）

●　日本に来て 6 年たちます。（日本人を含め）6 人で仕事しています。日本で仕事をすることで、
自身の仕事能力の向上を目指している。仕事は時々難しいです。

●　食事は自分でいろいろと作っています。
●　日本で稼いだ収入で将来は家を建てたい。また、一部は家族に送金し、いい生活を送ってもら
いたい。

［事例5］　農業生産法人わかば農園株式会社
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土と人と愛で農をはぐくむ事例
［耕 種］

6

1 基本情報

［経営規模］
●　耕作面積	 500ha、ハウス２棟（育苗）、　6 代目
●　主な作物	 小麦、水稲、大豆、露地野菜（キャベツ、トウモロコシ等）
●　売 上 高	 年間２億７千万円
●　社員構成	 日本人 46 人、外国人５人（全員男性）

［在留資格等］
●　特定技能外国人　　３人（ベトナム人、1 人は 2020 年 11 月から、2 人は今年の６月から）
●　技能実習生　　　　２人（ベトナム人、平成 23 年から 10 人ほど受入れ）

2 導入のきっかけ・取り組み等

●　5 年前に技能実習を修了した人は日本の労働環境も好きで継続を希望していたが、当時は制度
がなく仕方なく帰国。その後、母国の日系企業に就職したが肌に合わず悩んでいたときに特定技
能が制度化。こちらから声をかけ、採用を開始することに。

［リクルート方法について］
●　基本的には、自社での技能実習修了者の移行を想定している。
●　現在雇用している特定技能のうち、１人は帰国していた自社の元実習生。他２人は自社の技能

実習修了者が特定技能へそのまま移行。

3 雇用契約・支援内容

［雇用契約］
●　直接雇用で１年契約の更新
●　希望があれば基本的には５年間の想定、外国人材側も希望している。

受 入 れ 機 関

登録支援機関

株式会社中甲
（愛知県豊田市）

ビジネスフロンティア協同組合
（愛知県豊田市）
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［事例6］　株式会社中甲

［支援計画について］
●　登録支援機関が作成
●　入国前ガイダンスについては、技能実習時代から説明を行い理解してもらっているため、特段

の説明はしていない

［住環境について］
●　技能実習生も含めて、敷地内の一軒家を貸与している。そのうち、１人１部屋になるよう配置

している。
●　一軒家は会社敷地内に位置しており、職場にできるだけ近くなるよう配慮している。
●　Wi-Fi を完備し、利用料は 5 人で折半して控除している。
●　敷地内の隣に住んでいるため、行き来多くやり取りも頻繁に。

［コミュニケーションについて］
●　定期的に「ベトナム会議」を開催し、支援機関や指導員、従業員間でざっくばらんにコミュニ
ケーションを図っている。

●　毎日の朝礼やミーティングで、業務内容の説明等を行っている。

［自動車免許の取得について］
●　３人のうち１人は、本人の意思で去年の夏に夏合宿で自動車免許取得済み（費用は自己負担）。

その後、車やバイクも購入している。
●　その１人は大型特殊免許を取得済みのため、トラクターやコンバインの操作や圃場間の移動も

担っている。

［地域交流について］
●　地域の環境美化活動に年に２回参加。地域からの要望もあり対応し、地域からも喜ばれている。
●　近所の小学校の田植え体験や、大豆栽培教室に出向いている。

4 労働条件とキャリアアップ・処遇

［賃金について］
●　３人のうち、経歴が一番長い１人は月給 20 万円（車手当 2000 円／月やその他能力を査定し
て差をつけている）、他２人は月給 18 万円

●　５か月分の月給を賞与（最高 100 万円）として、夏と冬の２回に分けて支給している。その他、
３月に決算賞与を臨時で支給。技能実習生には支給していない。

●　作業着等購入補助・手当を 7000 円／年まで補助。

［労働時間について］
●　年間は 260 日、2,080 時間以内の年間所定労働時間としている。
●　１日の労働時間は８から 17 時。うち休憩は昼の 60 分の他、午前午後 15 分ずつ。
●　暑い時期は休憩時間を長くとり、お茶や氷を用意している。
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［休日について］
●　隔週土曜休みを含め、月６～７日を休みとしている。
●　休日出勤をした場合は代休の取得を促しており、週１日以上の休みをとれるようにしている。

［残業について］
●　残業をする場合は割増賃金を支給している。

［安全衛生について］
●　作業上注意事項がある際は、常に事前に指導者等が安全注意を促し徹底している。

［キャリアアップについて］
●　制度はないが、一つの作物（キャベツなど）を任せることもしている。

［昇給等について］
●　１月の人事考課により昇給あり。

［能力向上について］
●　人事考課制度を導入しており、資格取得や能力に応じた査定をすることで、自発的な能力向上
を促している。

●　自動車運転免許など、汎用性の高いものは自己負担でお願いしている。
●　その他、汎用性の観点から中型は半々で、大型特殊は全額を会社が負担。

［福利厚生について］
●　役員を除いた「従業員会」を組織して、外国人にも入ってもらい、様々なイベントを企画して

いる。
●　例えば、BBQ や歓送迎会など。会社設立 35 周年の際は、ベトナムに旅行も実施した。

［その他］
●　毎週金曜日に会社が弁当代の半額を補助して、みんなで食べる（強制はしない）。

5 効果と今後の動向

［受け入れ効果について］
●　労働力アップや職場活性化に加えて、特定技能外国人は技能実習生の模範となっている。

［帰国後の交流について］ 
●　福利厚生のベトナム旅行など、帰国後にも交流をしている。

6 新規受入れ国等の考え方

［新規国籍者について］
●　現在はベトナム人を受け入れているため、多国籍になることによる不安も考慮して、今後も同

一の国籍を予定している。
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［特定技能２号について］
●　ぜひ作ってほしい。より長期的な見通しがつくことで、実習生側の将来的な不安が和らぐこと

にもなる。
●　資格取得には高額な費用（運転免許取得費用等）を要するため、１号の５年間では短すぎる。
２号への移行が可能であるならば、各種免許取得も視野に入り、費用対効果の面から給与の見直
しも可能になる。

7 特定技能外国人の声（日本語が達者）

●　2013 年から 2016 年まで技能実習を修了。その後帰国したが、2020 年 11 月から特定技能制度
を利用して再度日本へ。

●　技能実習前に日本語学校で日本語を勉強。技能実習時代では本やインターネットで日本語を自
習した。

●　日本では特に農業機械や野菜づくり等を勉強したい。
●　朝から夜まで自炊をしている。
●　寮でのトラブルはない。
●　ゴミの分別は難しいが、理解した。
●　日本での貯金で家を建てたい。
●　特定技能２号がもし導入されたら、積極的に活用したい。
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継続しての雇用維持へ
環境づくりに努めている事例

［耕 種］

7

1 基本情報

［経営規模］
●　耕作面積	 500ha、ハウス２棟（育苗）、年間売上高２億７千万円　6 代目
●　主な作物	 さつまいも・ハクサイ・唐辛子を栽培
●　売 上 高	 年間  3 ～ 4 千万円
●　社員構成	 日本人 3 人、外国人 2 人
		  （2023 年技能実習生 2 名受入予定）
●　そ の 他	 外国人技能実習機構から依頼を受け、他の受入れ機関で継続できなくなった技能
		  実習生を受け入れる。
		  親会社（アイゼン商事有限会社）が作った会社。
		�  ベトナム人を中心に技能実習生外国人 3 人程雇用。取引先である食品製造会社の

依頼を受け、2020 年 2 月から農業分野に進出。ヤンマー、種苗・資材会社等に
協力をいただきながら独学で実施してきている。Ｂ to Ｂ、販売先は企業のみで
市場への出荷は行っていない。農業に特化するため、2021 年に農業法人の株式
会社アイゼンアグリを設立した。

［在留資格等］
●　特定技能外国人　　2 人（ベトナム男性 2 人（24 歳独身、28 歳既婚者）、2021 年 12 月～）
●　技能実習生　　　　3 人
●　特定活動　　　　　1 人
 

2 導入のきっかけ・取り組み等

●　AIZEN AGURI専務取締役が以前、ベトナムでの仕事経験があり、ベトナム人に慣れている。
また外国人雇用に対して抵抗はなかった。

●　2 号技能実習生として経験がある特定技能外国人を雇用。3 年間日本での仕事、生活環境（近
隣地域である岡山県）があるため、日本語がある程度出来るようになっており、双方の意思疎通
が図れるのが一番の理由。

●　現在、2 名の特定技能外国人は、N2レベルの日本語を理解しており、こちらが伝えたいこと

受 入 れ 機 関

登録支援機関

株式会社アイゼンアグリ
（広島県福山市）

協同組合GLANZ
（広島県福山市）
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［事例7］　株式会社アイゼンアグリ

を把握していると思われる。伝えたことを本人達が正確に理解して実行しているかは、最終的に
日本人スタッフの管理者がその都度確認している。

●　継続雇用するため、環境づくりに努めている。

［リクルート方法について］
●　協同組合 GLANZ（登録支援機関）では、登録のある外国人に対しアンケートをとっており、

やりたいことを抽出している。
●　日本語がある程度出来る 2 号技能実習修了者を希望していることを、協同組合 GLANZ とも共

有している。登録のある人材の中から、AIZEN AGURI が求める経験のある人材・上記アンケー
トの中でマッチする人材を抽出し、紹介に値する人材であるか面談を実施して選考する。

［その他］
●　自動車運転・トラクターの免許取得を推奨しており、その費用は会社から支援。

［住環境について］
●　1 人につきアパート 1部屋（個室、9.8㎡）を用意し、プライバシーに配慮している。また、住

宅費（Wi-Fi 設備を完備）は光熱費込みで 2 万円／ 1 人とし、居住費用の本人負担を抑制している。
●　職場までは 30-40 分の距離であるが、会社が自動車を貸与し、交通手段として利用している。

運転免許の取得も会社として支援しており、送迎の手間をなくしている。自転車も貸与している。

［コミュニケ―ションの取り方や工夫について］
●　分かりやすい日本語で説明することに心掛けている。
●　日本人従業員と、同僚同士のコミュニケーションをとるよう促している。
●　国籍に関係なく、昼食や休憩等を一緒にとるようにしている。
　➡お昼は一緒にコンビニに弁当を買いに行ったりし、食事もみんなで一緒に取るようにしている。
●　業務以外の会話も行うように心がけている。
●　また月に１回程度、外食に連れて行っている。

［その他］
●　技能実習修了時、コロナ情勢で帰国できなかった経緯を踏まえ、年末から年始にかけ約２か月
間の一時帰国をしてもらった。

3 労働条件とキャリアアップ・処遇

［労働条件］
●　月給 22 万円
●　賞与はなし
●　基本給とは別に手当を 1.5 万／月
●　計 23.5 万円／月
●　勤務時間は、平均して 7 時間／日（休憩は昼 60 分）。
●　定時に作業が完了するよう作業工程表で管理している（残業はない）。
●　仕事が少ない日、天候によっては早上がりしてもらっている（給与に影響ない）。
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●　休日に関しては次に気を付けている
　・ゴミの分別は、3 年間の技能実習生としての生活で出来るようになっている。
　・アパートで音楽（ベトナム音楽）を聴く場合は、大音量で流さないように注意している。

［安全・衛生管理について］
●　作業上注意事項がある際は、常に事前に指導者等（日本人スタッフ）が作業工程の説明を行い、
安全注意を促し徹底している。

●　大きな声で合図や声かけ等行うことを徹底している。
●　5S 活動（整理整頓等）の教育と指導も心掛けている。
●　今のところ病気、ケガをしたことはない。

［キャリアアップについて］
●　これから外国人スタッフを増やしていくことを予定している。その中で、ステップアップとな

るキャリアアップを考えており、具体的には外国人従業員のリーダーへの昇格が必要と考えてい
る。育ってきた文化の違いもあり、まだ完全に任すことができるという信頼は築けていない一方、
まじめに頑張っているのを目にしている背景を踏まえ、外国人従業員のリーダーへの昇格が妥当
と考える。国籍関係なく、日本人も含めた従業員のリーダーという理想はわかるが、現実の妥当
なところは上記の通り。

［能力向上について］
●　農業に関する知識習得のための教育は、現場で都度実施。
●　日本語能力検定等の語学の教材やテストに対しては 100％補助。
●　重機に関しては、トラクターの免許を取得してほしい。100％補助する。その他の免許等につ

いても、必要に応じて都度相談していく。

［賃金昇給のための仕組み］
●　導入を考えている。
●　個々の能力による賃金改定や手当を支給する意向で、当面は手当をメインに考えている。昇給
は人事考課による評価判定を行おうと考えている。

●　リーダー手当について支給している。
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［福利厚生について］
●　コロナ禍、積極的に動くことが難しく、スタッフ一同での会食会を定期的に行っている。
●　一時帰国する外国人については、一部費用を会社が負担する。

［交流支援や苦情対応について］
●　アパートに住んでいるが、生活に慣れてきて、自国の音楽をスピーカーでかけることがあった。
アパートのため音漏れがあり、自重するよう指導した。仕事や生活に慣れが出てきた頃で、甘え
やゆるみが出てきている。その塩梅を見て、調整していくのが現在の一つの課題。

4 効果と今後の動向

［受け入れ効果について］
●　労働力アップ・職場活性化・規模拡大・耕作放棄地の解消につながっている。
●　意思の疎通を心配していたが、受け入れてみて大丈夫だった。技能実習を経験している外国人

を受け入れており、日本の文化や生の日本語の会話に慣れているのが大きい。

［帰国後の交流について］ 
●　人材確保に向け、友人や知人を紹介してもらうことを主眼に、交流を継続していこうと考えて

いる。

［今後の採用増について］
●　経営規模が増えれば、 特定技能外国人を積極的に採用していく意向である。
●　日本人の採用は難しい一方、雇用している特定技能外国人はよく働いてくれているので、特定
技能外国人の雇用を継続することで人手不足を解消していきたい。やってもらう仕事は日本人で
も外国人でも変わりない。

5 新規受入れ国等の考え方

［新規国籍者について］
●　もともとベトナムでの仕事経験があり、ベトナムの文化や人間性を知っているため、基本的に

はベトナム人の雇用を継続していく。
●　状況によるが、検討するとしたらカンボジアやタイの人を受け入れたいと思っている。
●　新規国籍受け入れにあたっての懸念は、文化・習慣による生活様式の違い、宗教観や食事制限、

そして現在在籍している特定技能外国人とのコミュニケーションがある。
●　こういった不安もあるが、新規国籍者も受け入れていきたいと考えている。

［特定技能２号について］
●　特定技能 2 号の活用については意向がある。
●　特定技能 2 号を取得することにより家族を呼ぶことが可能、労働者は家族がそばにいれば安心
感が生まれ、雇用した側は労働力の安定を図れると思う。

［事例7］　株式会社アイゼンアグリ
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6 その他

●　外国人従業員たちは言われたことだけをやったらよいと考えている。
●　雇用側として求めているのは、自分たちで考えて責任感を持って仕事してもらうことであり、

今後の課題である。
●　作物を持って帰るのはＯＫ。家庭菜園は×。
●　傾向としてだが、男性は細やかな仕事は向いていなく、一方で女性は丁寧に行う。国籍は関係

ないかもしれないが、性別による差異はある印象。
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同世代の特定技能外国人と
多様性・自主性を促進事例

［耕 種］

8

1 基本情報

［経営規模］
●　耕作面積	 6ha（施設・露地）、ハウス 44 棟
●　主な作物	 ほうれん草を栽培
●　売 上 高	 年間　7 千万円
●　社員構成	 日本人 3 人、外国人 7 人（男性 3 名、女性 4 名）
		  （更にこれから 2 名（男女 1 名ずつ）受入予定）
●　そ の 他	 2020 年９月から雇用開始

［在留資格等］
●　特定技能外国人　　5 人　　
●　特定活動外国人　　2 人

※　リーダーを任せている特定技能外国人が非常に有能で、業務上のリーダーを任せている他、自
主的に作成しているYouTube サイトで実労働風景やドローンを使った農場風景等がベトナム人
技能実習生候補でバズり、人材集めに一役をかっている（本人も副収入が入り、WinWin である）。

2 特定技能制度を活用した理由について

●　代表の横田さんが、以前にベトナムの人々と仕事をしたことがあり、その時の手際の良さや、誠
実さが印象深かったため、事業拡大時にはベトナムの人に働いて貰おうと創業時より決めていた。

●　技能実習生を予定していたが、最初は日本語でのコミュニケーションがある程度取れる方がよ
いと思い、特定技能外国人に決めた。また、特定技能外国人の方が雇用にあたって初期投資費が
安価で済むと思った。

●　基本的には国元への仕送り等もあり、高賃金を求めることが多いが、自身の能力や会社の状況
まで考えて、希望を伝えてくれるので、驚きと感謝が強い。

●　仕事だけでなく、日本での経験を大切にする人材も多く、様々な体験に積極的に取り組んでく
れる（地域のイベント等）。

受 入 れ 機 関

登録支援機関

弘法菜園
（広島県北広島町）

Unity株式会社
（広島県広島市）
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3 導入のきっかけ・取り組み・リクルート方法等

●　他社の技能実習 2 号修了者、帰国していた他社の元実習生、国内における農業技能測定試験合
格者を採用している。

●　コロナによる、特定活動での採用だったが、自社を気に入って貰い、農業技能試験に合格した
特定技能外国人が当社の最初の特定技能外国人だった。その紹介や支援機関の紹介で今のメン
バーになった。

［雇用契約について］
●　毎年１年更新の直接雇用。

［特定技能外国人への支援内容について］
●　導入当時は監理団体、登録支援機関からの紹介で人材を採用していたが、登録支援機関からの

紹介は外れが多かった。最初に入ってくれた特定技能外国人が、日常的にすごく戦力になってく
れている。その紹介でくる特定技能外国人の方が戦力になっている。そのため、登録支援機関に
は、現在人材紹介は行ってもらっておらず、支援計画の作成等の入管手続きやその他の書類手続
きを依頼している。

●　保険や年金等の意味の説明が、説明しても納得してもらえない。
●　地域へ溶け込んでもらいやすいよう、近所への挨拶を行ったり、交番で警察官に会わせる等行った。

［住環境について］
●　横田社長も寮生活の経験があるので、できる限り快適で、プライベートが守れるように、全員
個室の冷暖房完備の部屋を用意した。

●　光熱費や Wi-Fi 込み、12㎡／ 1 人程度の個室を１万円／月で提供している。
●　恋人同士一緒に就労している特定技能外国人もおり、そういう人は一緒の部屋で生活している。

［コミュニケ―ションの取り方や工夫について］
●　日頃から分かりやすい日本語で説明することを心掛けている
●　日本人従業員との同僚同士のコミュニケーションをとるよう促しており、国籍に関係なく昼食
や休憩等を一緒にとる。また業務以外の会話も行うように心がけており、結果非常に良い人間関
係を構築できている。

4 労働条件とキャリアアップ・処遇

［労働条件］
●　雇用期間は 2 年間としているが、労使とも 5 年はオッケーと見ている。
●　基本的な時給は 950 ～ 1000 円、リーダーのみ月給 25 万円。
●　個人の技量や就労期間の長さにより、給与を決めている。農場長を任せているベトナム人は技
量が極めて高く、仕事の段取りから人員配置まで決めて貰えるので月給とし、車の免許取得費用
も半分会社が負担した。

●　賞与は年一回、約１月分の給与の 0.8 ～ 1.2 倍、20 万円程度（会社の業績による）。
●　手当は 5000 円／月、重作業等を行った場合支給している。リーダーは３万円／月。
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［勤務条件］
●　勤務時間は、８～ 10 時間程度（昼休憩の 60 分除く）。残業が４０時間／月を超えないように

している。
●　農閑期と農繁期の差が大きく、農閑期は仕事を増やしてほしいとの相談を受けた。
●　必ず週１日は休みにしている。
●　昼休憩の 60 分以外に、午前と午後それぞれ 15 分休憩を設けているが、労働時間として計算

している。
●　暑い時期や重作業時はスポーツドリンクを支給し、長めに休息している。

［安全・衛生管理について］
●　作業上注意事項がある際は、常に事前に指導者等が安全注意を促し徹底している。
●　大きな声で合図や声かけ等行うことを徹底している

［キャリアアップについて］
●　日本人を含めたリーダーとして、キャリアアップの導入を考えている。現在も農場長は特定技
能外国人である。

［能力向上について］
●　日本語能力検定等資格取得や、フォークリフトの免許取得を推奨し、補助している。

［賃金昇給のための仕組みの導入］
●　導入を考えており、農場長だけでなく、さらに細かくグループを作り責任者を決めていきたい。
●　評価制度による昇給をイメージしている。

［福利厚生について］
●　コロナ禍で何年も帰国できていないので、最大３か月間の一時帰国をしてもらう予定。飛行機
代についても一部費用負担をする。

●　週末は毎週のように BBQ、会員制スーパー（コストコ）での買い物。
●　花見や海釣り、地域の祭りに参加など様々な催しを行っている。

［事例8］　弘法菜園
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5 効果と今後の動向

［受け入れ効果について］
●　労働力アップ・職場活性化・規模拡大・地域の活性化につながっている。
●　特定技能外国人受け入れ当初より、３～４倍の規模となった。
●　地域での受け入れ実績が乏しく、周囲の方への配慮に気苦労した。近隣への挨拶や地域の清掃

活動に参加し、地域に順応することで解消していった。
●　Wi-Fi は用意あったが、高速 Wi-Fi の設置が準備不足であったと思われる。
●　就業規則をある程度作った方がよいと、最近気づき始めてきた。
●　これから受け入れる方への助言
　「皆さんとてもまじめで、良い人たちが多いです。私は休日でも一緒に過ごすことも多く家族の
一員のように接しています。従業員ですが、家族のような思いやりを持って接し、色々な話をし
てみると、自身も楽しく、良い仲間になってくれます。」

［帰国後の交流について］ 
●　相互訪問等帰国後の交流、事業提携、あるいはその模索。海外展開を見据えた取り組み、SNS

等を通じた連絡、人材確保にむけた友人・知人等の紹介等、様々な形の交流を考えているが、ベ
トナムにきゅうりやほうれん草の農場を作れるといいなと思っている。

［今後の採用意向について］
●　自社の特定技能外国人はよく働いてくれるので、今後も特定技能外国人を積極的に採用してい
く意向である。

　　また、特定２号については家族帯同が最大の魅力であり、期待している。

6 新規受入れ国等の考え方

［新規国籍者について］
●　基本的にベトナム人を考えており、他の国については受け入れを考えていないが、しいて言う

ならラオスが候補であると思う。
●　新規国籍受け入れにあたっての懸念は、宗教観や食事制限、食事、そして現在在籍している特

定技能外国人とのコミュニケーションがある。

7 特定技能外国人の声

●　運転免許取得は難しかった。ベトナムでも免許取得しています。
●　ベトナムでも、特定技能で働きたい人は結構います。
●　動画で伝えることで、雰囲気や安心感があり、YouTube で紹介していきたいです。

8 その他

●　自発性のある人に対してウェルカムであり、やるべき作業を創意工夫して生産性等を高めてく
れる人材は非常にありがたい。
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●　YouTube に動画をアップするなど、特殊技能を持っている人は予想外であったが、そういう
人材を抱え、そういった特技がある人は面白いと思える。

●　工作が得意な人材もおり、場所の特性に合った台車をホームセンターで買ってきた資材で作り
上げる人もいる。

●　上記のような理由で、多様性を活かすような人材活用をしていきたいと思っている。
●　JGAP を 2021 年に取得。
●　寮内、禁煙としているにも関わらず、吸い続ける特定技能外国人がいた。その人はやめてもら

うこととした。

［事例8］　弘法菜園



40

家族同様に親しく接し
孫もなついている事例

［耕 種］

9

1 基本情報

［経営規模］
●　耕作面積	 ハウス 11 棟　
●　主な作物　　花卉栽培・販売（ユリ） 、ユリの売価は全国トップクラス
●　売 上 高	 年間 1.5 億円程度
●　社員構成	 日本人 4 人（従業員 1 人（娘婿）、女性アルバイト 3 人）、
		  外国人 3 人　創業以来 60年の個人経営

［在留資格等］
●　特定技能外国人　　1 人（ベトナム、女性、2021 年 3 月から）
●　技能実習生　　　　2 人（ベトナム、女性 2 人）

2 導入のきっかけ・取り組み等

●　真面目で大人しく努力できる性格のため活躍に期待しており、技能実習生から引き続き特定技
能として雇用した。技能実習から連続して 7 年目となる。日本語もよく勉強しコミュニケーショ
ンも問題ない。日本語検定でN2を取得し、N1へもチャレンジしている。

●　外国人材側も、新たに別の場所での就労になると、最初から覚えなければいけないこともあり、
当農園でもっと残りたいと希望した。

受 入 れ 機 関

登録支援機関

森岡農園
（高知県土佐市）

協同組合ビジネスネットワーク
（香川県高松市）
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［事例9］　森岡農園

［リクルート方法について］
●　自社の技能実習 3 号の修了者を、特定技能として採用した。非常にまじめでおとなしい人材で、

実習生当初は環境になれなかったが、自分で克服してきた。
●　外国人材（技能実習生）を受け入れて 10 年くらいになる。その後規模拡大（2 倍程度へ）に

より人手不足となり、特定技能外国人を採用することになった。
●　経営規模の拡大に伴い、5人の外国人材雇用が必要だと思っている。
●　帰国困難の他機関での技能実習修了者を受け入れたこともあるが、なかなか馴染むことが難し

く、雇用継続できなかった。

3 雇用契約・支援内容

［雇用契約］
●　直接雇用で 1 年契約の更新。本人も 5 年までやりたいとの希望。
●　技能実習生からの継続であり、慣れた職場にいたいと言ってくれることはありがたい。

［支援計画について］
●　受入れ機関と相互に確認しながら登録支援機関が作成。納税などにポイント。
●　ガイダンスでは、技能実習生と特定技能の違い（責任感など）の説明に力点を置いた。

［住環境について］
●　自宅や職場の隣にある家屋（元車庫を改造した一軒家 = 写真）にて生活しており、家賃（1.5

万／月）は給料から控除される。
●　Wi-Fi 設備を完備し、自転車を貸与している。
●　ゴミ出しは自ら行い、近隣住民とのトラブルはない。
 

［地域交流について］
●　地域の共同作業（仁淀川堤防のごみ拾いや氏神様の掃除当番等）、及び地域行事（浴衣を着て
よさこい祭りや花火大会）に参加した。

●　近所でのコミュニケーションは大事にしており、挨拶をするように心がけている。野菜を貰う
こともある。 
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4 労働条件とキャリアアップ・処遇

［労働条件］
●　時給制　1,000 円（徐々にアップしてきた）
●　賞与は年 2年回支給としている。（年間 100,000 円、技能実習生は 60.000 円）
●　勤務時間は、7.5 時時間（休憩は昼 12 時～ 13 時と午前と午後 15 分で、90 分）となっているが、

繁忙期では残業が発生することもある。
●　疲れている感じの時は、休憩を増やしたり夜食の準備をしたりして、皆と一緒に取っている。
●　休日はゆっくりしたいだろうから、干渉しないことにしている。

［安全衛生について］
●　暑さなど体調管理には気をつけている。
●　機械はほとんど触らないため、危ない仕事はあまりない。結束バンド使用時は注意している。
●　休憩は、お菓子飲み物は希望の物を用意しているので、自由に取って飲食をして貰っている。

［昇給等について］
●　年に 1 度、昇給をしている。
●　キャリアアップは、本人が望まないから、給料アップで対応している。

［能力向上について］
●　日本語能力検定等の教材やテキスト補助は 100% 支援する。特に娘さんが CD 等も購入して、

支援している。
●　N2 は合格をし、現在N1を目指している。日常会話には困らないほど日本語は上達している。

技能実習生も 1 人は N2 を合格している。

［福利厚生について］
●　本人が北海道を希望したため、一緒に 2泊 3日でツアー旅行をした。
●　妹が日本に居た時は、大阪への 2 泊 3 日の旅行にも行かせた。（旅費、ホテル代、小遣いは受

入れ機関持ち。）
●　作業着等（長靴、ジャージ、地下足袋）の購入補助（5 万円程度）

5 効果と今後の動向

［受け入れ効果について］
●　労働力アップしたことで規模拡大（ハウス面積は 60a から 130a へ）することができ、毎年の
売上は増加してきた。

●　外国人材が丁寧な作業をしてくれていることもあり、高品質のユリを生産できるため、トップ
クラスの売値で販売することができている。

●　今いる技能実習生も、特定技能で残りたいと希望している。

［帰国後の交流について］ 
●　特定技能での帰国者はまだいない。
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6 新規受入れ国等の考え方

［新規国籍者について］
●　現在の受入国ベトナムに加えて、ラオスも検討したい。
●　ただ、現在受入国の人材とのコミュニケーションや、文化・習慣による生活様式など、多国籍

による不安もある。

［特定技能２号について］
●　個人経営の限度もあり、未定である。

7 特定技能外国人の声

●　日本で生活して働きたいと思って来ました。
●　日本語は漢字が難しいです。
●　休日は買い物と旅行が楽しいです。
●　長女であり、帰国したらアパート経営や日本語学校の先生をしたいです。

    
　　　　　　　　

特定技能外国人（左） と森岡さん（右）特定技能外国人

［事例9］　森岡農園
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家族のように付き合っている
頑張りやさん事例

［耕 種］

10

1 基本情報

［経営規模］
●　耕作面積	 15ha（露地）　 
●　主な作物　　露地栽培レタス（生産・販売）苗床はハウス
●　社員構成	 家族経営　日本人 3 人（代表、専従者 2 人（妻・娘））、外国人 3 人

［在留資格等］
●　特定技能外国人　　1 人（ベトナム、女性、2021 年 12 月から）
●　技能実習生　　　　2 人（ベトナム、女性 2 人）
●　2016 年から外国人材（技能実習生）を受け入れている（すべて女性で 6 人）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2 導入のきっかけ・取り組み等

●　技能実習生から引き続き特定技能として雇用した。日本人の労働者と同等に取り扱うことがで
きることが、一番メリットだと感じている。

●　外国人材側も、日本の慣れたところで長く働くことを希望した。日本の文化（漢字や季節の行
事）に興味があり、自らの意思で技能実習生の 2年目には日本語検定N2を取得した。勉強家で
頑張り屋さんである。

［リクルート方法について］
●　自社の技能実習 3号修了者を、特定技能として採用した。
●　本人の強い希望と自社の受け入れたい気持ちが合致した。
●　日本語の理解力が人一倍優秀であり、指示の細かい所まで理解してくれ、高いレベルの仕事が
できる。

3 雇用契約・支援内容

［雇用契約］
●　相互に確認していけるので、直接雇用で 1年契約の更新としている。

受 入 れ 機 関

登録支援機関

中川 健治
（熊本県）

上野 治夫
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［事例10］　中川 健治

●　双方とも、5 年まではオーケーと了解している。

［支援計画について］
●　受入れ機関と相互に確認しながら、登録支援機関が作成。
●　市町村の年金や保険の手続きは受入れ機関、その他の入管手続き等は登録支援機関がそれぞれ

担当している。
●　勉強したい実習生には、日本語テキスト等を買って支援している。
●　仕事や生活において、苦情等の要望は特にない。

［住環境について］
●　自宅の敷地内に建てた一軒家に 3 人で生活しており、家賃（1 万／月）は給料から控除される。
●　受け入れ当初は個室を用意していたが、熊本地震（平成 29年）により半壊した。再建にあたり、
外国人材の要望を反映して、大きな部屋に皆で寝られるような造りとした。ベッドなどは各一人
ずつ設置　個人のプライバシーを保てるようにしている。

●　ごみの分別は徹底している。

［自動車免許の取得について］
●　本人の希望で自動車免許の取得に向けて教習所に通っている。後輩（技能実習生）の面倒見が

よく、免許を取得すれば後輩を乗せて連れていくことができるという思いがあるようだ。

［地域交流について］
●　近所の関わりが好きで、地域の共同作業（空き缶拾い等）に参加している。

4 労働条件とキャリアアップ・処遇

［労働条件］
●　時給制　　　
●　賞与は年 3回支給としている。技能実習生にも支給している。
●　勤務時間は、7.5 時間（休憩は昼 40 分と午前と午後 10 分で、60 分）となっているが、作業内

容や気温に応じて変動がある。
●　熱中症には気を付けており、暑さを避け午前 5 半～ 11 時・午後 16 ～ 18 時の勤務体系をする

こともある。8 ～ 11 時は屋内での作業をしている。
●　農閑期でも何かしら仕事を振れるようにしている。
●　繁忙期や猛暑時には、意欲が出るように相当な手当を支給する。

［安全衛生について］
●　昨年から GGAPを取得して、販売先での信用を得ている。
●　日頃から体調を聞き健康状態には常に気を配るようにしている。　病院受診が必要な時は病院

へ連れて行く。
●　作業時や自転車移動など、危険時に使う日本語は特に強調し指導している。



46

［キャリアアップについて］
●　キャリアアップの仕組みがあり、外国人従業員のリーダーへの昇格を考えている。日本の能力

が高いので、危険な作業や重要なことを技能実習生へ伝える役割を担っている。
●　時々お手伝いで来る日本人（2、3 人）に対しても、指導者として期待している。

［昇給等について］
●　時給は 1年ごとに数％上げていくこととしている。毎年、最低賃金に一定の割合を掛けて算

出している。
●　賃金以外の手当としては、技能評価試験（農業実習）や日本語能力検定等の合格時に手当があ

る。自動車免許を取得すれば、圃場から圃場への移動が容易になる。
●　炎天下の中でどうしても作業が必要な時は、猛暑手当として手当を支給している。
●　レタスは濡れる作業があるため、雨合羽、長靴などを支給している。

［能力向上について］
●　日本語能力検定（N2）等の教材やテキスト補助は 100%支援。
●　自動車運転免許取得にも 100%支援。秋口の取得を目指している。
●　技能実習生の希望があったときは日本語の勉強会を実施している。

［福利厚生について］
●　仕事の区切り（農繫期の終わり等）で BBQ を年に 1、2 回程度実施している。
●　夏季休暇あり。九州を出る場合には、安全のため行き先を教えてもらうことにしている。また、

会社の携帯電話を持たせるようにしている。
●　6 月に 1 ヶ月程度一時帰国したが、費用は全額補助した。

［交流支援や苦情対応について］
●　国民年金について制度の説明に力を入れた。
●　近所の老人施設の花火大会に連れて行ったことがあり、入所されている人たちはベトナムの子

から話しかけられることに喜んでいる様子だった。

5 効果と今後の動向

［受け入れ効果について］
●　特定技能外国人は技能実習生の模範となっている。
●　労働力アップしたことで規模拡大することができ、毎年の売上は増加してきた。
●　日本語の能力が高いので通訳を兼ねており、危険な作業や重要なことを技能実習生へ伝える役

割も担っている。
●　やはり言葉の理解が大切であり、コミュニケーション向上のため、受入れ側も勉強している。

［帰国後の交流について］ 
●　特定技能での帰国者はまだいないが、技能実習生の帰国後の様子は受入れている外国人材から、

結婚の情報など間接的に聞くこともある。
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［現地での業務提携について］
●　個人経営のため考えていない

6 新規受入れ国等の考え方

［新規国籍者について］
●　現在の受入国ベトナムに加えて、カンボジアも検討したい。
●　現在は日本語を話せるベトナム人がいるからいいが、新規国の場合は言葉が課題になる。
●　こちらとしても相手国の言葉の勉強をしようという努力をしている。

［特定技能２号について］
●　未定だが、本人次第で可能とも考える。本人は家族を呼びたいと言っている。

7 特定技能外国人の声

●　仕事は大体覚えました。難しいですが慣れてきました。
●　日本とベトナムでは農業のやり方が違う。ベトナムでは農業がお米のみ。
●　帰国後のことはまだ考えていない。
●　お金は子供のために使いたい。
●　日本も暑いがベトナムよりは涼しい。ベトナムは 40 度を超える。

［事例10］　中川 健治
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外国人材は地域農業を支える重要な人財
JA請負方式で受入れ事例

［耕 種］

11

1 基本情報

［経営規模］
●　耕作面積	� 4.5ha（直営農場）、請負作業面積 225ha　
●　主な作物　　バレイショ、マメ類、紅甘夏
●　売 上 高	 販売高 170 億円（うち畜産 96 億（肉用牛 83 億円））、購買高 65 億円
●　社員構成	 日本人 345 人、外国人 13 人、農作業請負 12 名（日本人 3 名、外国人９名）
		  外国人短期人材 4 名
●　JA 鹿児島いずみ　平成 4 年 2 市 1 町の 10 農協で合併し、約 30 年経過　

［在留資格等］
●　特定技能外国人　　5 人（ベトナム　男性 1 人、女性 4 人）
●　技能実習生　　　　4 人（ベトナム　男性 1 人、女性 3 人）
●　特定活動　　　　　4 人（ベトナム　女性）、短期 6 か月
●　請負農作業がメインで、その他は直営農場や育苗センターで勤務している。
●　馬鈴薯の収穫は手拾いで丁寧な扱いが必要なため、女性が多数となっている。

  

受 入 れ 機 関

登録支援機関

鹿児島いずみ農業協同組合
（鹿児島県出水市）

㈱マイナビグローバル（東京都千代田区）
㈱Belldan（鹿児島県鹿児島市）
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［事例11］　鹿児島いずみ農業協同組合

2 導入のきっかけ・取り組み等

●　（馬鈴薯、甘なつかん等）収穫時の労働力不足や農家等の高齢化及び JA 施設での人材確保の
背景から、3 年前に技能実習生による請負作業（JA方式）を開始したが、高齢化等により農家
需要はますます高まる状況にある。コロナ禍でベトナムからの人材が確保できない中、国内在住
の特定技能を採用し、残りは技能実習終了後に特定技能に移行した。

●　もともと平成 23 年から職業紹介事業（利用農家数約 200 戸）をしていたが、登録している方々
が高齢になり労働力が無くなってしまった背景がある。

●　外国人材側は、農業における知識・経験を深めたいという意欲があり、母国が温暖な地域であ
ることや実家が農家であること等の理由から、比較的就労しやすい環境にあった。

●　技能実習生時代は北海道で働いていたが、日本の中での北と南で農業を経験したいとういう希
望から、当組合に転籍してきた者もいる。

［リクルート方法について］
●　自社の技能実習 2号の修了者を、特定技能として採用した。
●　業界大手の求人会社㈱ﾏｲﾅﾋﾞから、他社の技能実習 2号の修了者の紹介を受け、採用に至った。
紹介料は相当程度かかったが、いい人材を受けたと思っている。

●　マッチングサービスの利用にあたっては、担当者との信頼関係が大切。コロナ禍なのでWEB
面接をしたが、事前に担当者から実家の稼業や性格などを聞いていた。

 

3 雇用契約・支援内容

［雇用契約］
●　直接雇用で 3年契約の更新。
●　技能実習生から継続した人材は、在留カードの期間更新とともに、1 年更新としている。
●　外国人材に関してはある程度のノウハウを蓄積しており、派遣より直接雇用の方がコスト安。

今後、繁忙期の短期雇用（3～ 6カ月）も計画しており、その際には派遣人材を活用予定。
●　特定技能はそれぞれ 3 ～ 5 年の継続雇用を希望しており、雇用主としても一定の農業経験や知

識を有する外国人材を確保したい意向あり。

［支援計画について］
●　初めての特定技能受入れであったため、受入れ機関と相互に確認しながら、登録支援機関が

作成。
●　特定技能は転職できるため、雇用条件は食い違いがないよう詳細に説明。
●　転籍者へは他県からの引越しで生活環境も変わるため、寮など生活支援についても説明。
●　日常生活が仕事に大きく影響すると考えているため、受入れ側としても住まい・相性・金銭的
な負担などには配慮している。また、外国人材それぞれの考え方も異なることから、不満が爆発
する前に情報を入手し、事前対応することが重要と考えている。

●　定期的なミーティングを実施し、毎日の業務連絡（LINE）では簡単な日本語を使用している（写
真参照）。
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［住環境について］

●　職場から１キロ圏内に４カ所の外国人職員寮（ＪＡ所有 1、戸建て借家 3）を確保。技能実習
生を含め個室を希望したため、一部の寮は改修工事を実施し、全員が個室を保有。

●　家賃の一部、水道光熱費、Wi-Fi などＪＡが負担（11,000 円／人程度）しており、可能なかぎ
り外国人材が暮らしやすい環境に配慮している。

●　苦情対応等を通じ、個室要望には対応済み。同居人の変更要請（性格の不一致、仲違い）には、
数回入れ替えを実施して今は安定。

  
［地域交流について］

●　地域の運動会に連れていって、交流を計画していたがコロナでなかなかできない。
●　コロナ前には地域の運動会に参加したり、ＪＡ女性部との交流会（料理教室、観光ほか）や職
場内の研修旅行を実施したりしていた。コロナ禍が収束すれば、地域行事や職場内活動に積極的
に取り組みたい。

●　男性は近所の方々に借りて家庭菜園をしており、休みの日に手伝ったり夕食を一緒に食べたり
しているようだ。

4 労働条件とキャリアアップ・処遇

［労働条件］
●　時給制　965 円（10 月から 980 円に引き上げる）
●　賞与は、年 3回支給（総額 10 ～ 15 万円程度）している。
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●　勤務時間は、8 時間（休憩は昼 60 分と午前と午後 15 分で、90 分）となっており、残業はほと
んどない。

●　農繁期と農閑期の労働時間に格差が大きいため、賃金への影響もあり、年間を通じて労働時間
の平準化できるように努めている。

●　夏が農閑期なので、直営農場を活用して夏野菜や果樹を育てている。
●　常傭職員（臨時職員）という扱いになっている。

［安全衛生について］
●　繁忙期は圃場作業で肉体的な負担もあるため、休息を十分取るよう注意している。
●　夏場対策として冷却スーツ（1 着 2 万円程度）を全員に配付している。また、重作業者（基本

的には男性）にはアシストスーツを配付している。
●　作業前には安全衛生指導を実施している。特に農機オペレータ者には操作方法等を入念に指導

している。
●　男性は速さを競うので、刈払機などの取り扱いも注意をしている。

［キャリアアップについて］
●　キャリアアップの導入を考えており、構想はあるが昨年 12 月からの受入れ開始であり、具体

的な検討はできていない。
●　10 月からは実習指導員の補佐を担えるリーダー手当として、5,000 円支給する。
●　ベトナムの大学で農業を勉強していた者もいるため、将来的には高度人材として採用したいと

考えている。
●　ＪＡ職員として道もあるが、管内で農業経営をして欲しいという気持ちもある。

［昇給等について］
●　来年は 2 年目なので昇給の制度を考えている。
●　賃金以外の手当としては、現場手当を 1日 1,000 円支給しており技能実習生と差別化している。

もともと日本人スタッフには現場手当を支給しており、同等な取り扱いとなっている。
●　業績と勤務態度に基づいて人事評価があり、給与に反映される。

［能力向上について］
●　日本語能力検定（N3・N2）を取得した者には、月額で 2～ 3千円程度の手当の用意を検討し

ている。
●　自動車・重機・フォークリフト等の講習や、運転取得のための補助も検討している。

［福利厚生について］
●　鹿児島県経済連のおいどん市場という直売所を見学し、鹿児島市内を観光した。
●　水道光熱費、通信費の自己負担は 1,000 円のみ。ほとんどは JA負担。

［交流支援や苦情対応について］
●　日本人職員（管理職を含め）は、仕事や生活に関する不満等を引き出すため、外国人材の寮で
いっしょに飲食（ベトナム料理）する機会を設けている。

●　近くの小学校の運動会にも参加した。

［事例11］　鹿児島いずみ農業協同組合
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●　賃金に関して、農閑期にもう少し残業を増やしてほしいとの要望あり。
●　土日は基本休みだが、なるべく土曜日は仕事を用意し（直営農場での育苗など）、時間外手当

が発生するように努めている。
●　生活に関して、個室要望には対応した。同居人の変更要請（性格の不一致、仲違い）には数回

入替えを実施し今は安定している。

5 効果と今後の動向

［受け入れ効果について］
●　労働力アップ、職場の活性化、規模拡大の効果が出ている。仕事のスピード、質、忍耐力は期
待以上。

●　農業分野については農家の高齢化や人手不足が深刻なことから、外国人材は地域農業を支える
重要な人財であると考えている。

●　地域全体の活性化がＪＡの使命。耕作放棄地や遊休農地などの解消にもつながっている。

［帰国後の交流について］ 
●　帰国した人はまだいないが、帰国後は人材確保に向けた友人・知人等を紹介に期待したい。

6 新規受入れ国等の考え方

［新規国籍者について］
●　現在の受入国ベトナムに加えて、インドネシアも検討したい。来年4月から3名を内定している。
●　インドネシアも勤勉と聞いており仕事面での不安はないが、生活面ではベトナム人と別に住ま

いを確保する必要があると考えている。
●　現行の要員体制（周年雇用 13 名）の維持と、短期雇用人材（10 ～ 20 名程度）の増員を考え
ている。

［特定技能２号について］
●　高齢化が進む地域農業において、無期限化は大変ありがたい。
●　核となる人材であれば受入れの手間は惜しまない。
●　男性は永住希望があるようだ。

7 特定技能外国人の声

●　ベトナムへ 10 万／月程度の仕送りをしています。小学校の子供とも、スマホでやり取りして
います。

●　特定技能で働きたい人は、ベトナムにもいます。
●　家の建築費や子供の教育費として使いたいです。
●　広い庭があるので野菜を育てています。
●　インドネシアにも行ったことがあり、他の国の人とも仲良くできます。
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吉野部長と特定技能外国人（右）

［事例11］　鹿児島いずみ農業協同組合
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若い力に期待して組織作りに力を入れる事例
［畜 産］

12

1 基本情報

［経営規模］
●　主な畜種　　採卵鶏 120 万羽　
●　社員構成	 日本人 41 人、外国人 16 人
●　売 上 高	 月 2 億５千万（原卵の販売）
  

［在留資格等］
●　特定技能外国人　　4 人（タイ　男 2 女 2　2021 年 11 月から）
●　永住者　　　　　　7 人（派遣契約）
●　特定活動　　　　　7 人（技能実習の帰国困難者）
●　留学生　　　　　　2 人（近隣の農業専門学校）

2 導入のきっかけ・取り組み等

●　農業は高齢化が進んでいる。作業は高齢になってもできるが、リーダーになってもらうには、
安定した雇用で若い人材が必要。海外の方でも言葉がちゃんとできていれば、日本のやり方を勉
強してもらって、リーダーとして働いてもらいたい。

●　技能実習生では受入れ人数枠が少なく、特定技能に比較して言葉の壁があるので、即戦力とな

受 入 れ 機 関

登録支援機関

かすみがうら農場
（茨城県かすみがうら市）

大阪テクノサポート協同組合
（大阪府大阪市）

部長（左）と特定技能外国人（右）
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［事例12］　かすみがうら農場

る特定技能外国人を受け入れることにした。
●　外国人材側として、高賃金への期待の他、コロナ禍で帰宅困難であったため、より長く日本で
就労したいという要望が高かった。

［リクルート方法について］
●　国内の農業技能測定試験合格者。
●　4 人の特定技能の方は、農業関係の専門学校在学中に研修生として受け入れ（インターン）、
学校を卒業して働いてもらっている。

●　他社（他産業）の技能実習 2 号、3 号の修了者は、登録支援機関から紹介を受けて採用にいたった。
●　今後は帰国実習生も採用していきたい。

3 雇用契約・支援内容

［雇用契約］
●　直接雇用で 1 年契約の更新。（途中でやむを得ない事情が発生する場合もあるので）
●　他の日本の従業員も同じ雇用形態。雇用条件は一緒。

［支援計画について］
●　最初は、登録支援機関（近隣に駐在している）が作成。その後は 2 か月ごとに、少しずつ修正

している。

［住環境について］
●　職場から３km 以内のアパート（2DK ～ 3DK）に、2 ～ 3 人ずつ住む。
●　通勤は自転車。（各自で用意または、貸与）
●　ごみの分別は、（近隣に外国人が多く住む）不動産屋さんから外国籍の方向けの分別イラスト
等もらって、説明。捨てる場所に一緒に行くなど、出来ていないときは指導。

4 労働条件とキャリアアップ・処遇

［労働条件］
●　時給制　1030 円（キャリアがあるので、他の方は 1000 円）
●　賞与は年 2回、50,000 円支給。従業員と同じ。ここ 2 年は会社が厳しい状況なので、金額をだ

せていないが、基本は同一労働、同一賃金。
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●　勤務時間は、7.5 時時間（休憩は昼 12 時～ 13 時と午前と午後 15 分で、90 分）。
●　鶏舎の中は、高温になるなど過酷な状況なので、熱中症対策として、水分・塩分をとれるよう

ドリンク、茶菓子など提供。暑いときは休憩時間を長くするなど、時間を気にせず休めるように
している。

  
［安全衛生について］

●　作業場の安全・衛生管理については、ポスターの掲示等により注意喚起。
●　鶏舎が新しく、全部人の高さで区切られているため、特に危険な作業等は発生しない。

［キャリアアップについて］
●　キャリアアップは、もともと従業員用に整備されているもの。この農場ではないが、リーダー

格から社員になることは、グループ企業内ではある。
●　技・人・国ビザで、社員になってもらうところまで、考えたい。
●　リーダー格が成長してきており、後輩を付けること事により、組織的な人員増加を期待してい

る。特定技能 1号は 5年で交代のため、次のリーダーを育て上げないと、人員増員が難しい。

［昇給等について］
●　昇給は、4 月。従業員と同様、能力による年 1 回の定期昇給制。

［能力向上について］
●　キャリアを積むことによる経験値が大きいため、リフト免許や安全衛生資格は取ってもらう予定。
●　フォークリフト等の講習・資格取得の支援は 100%支援。

［福利厚生について］
●　旅行はないが、年に 1 回の忘年会の費用支給。（但しコロナ禍で彼ら現在のところは経験して

いない）

5 効果と今後の動向

［受け入れ効果について］
●　労働力のアップ。若い人が入ることで職場が明るくなり、活性化した。
●　日本人従業員が、休日を取得しやすくなった。

［帰国後の交流やフォローについて］
●　職場環境をよくすると、人が集まる。そういう職場を作っていきたい。

6 新規受入れ国等の考え方

［新規国籍者について］
●　現在の受入国ベトナム、タイに加えて、ネパールも検討したい。
●　現在受入国の人材は同じ専門学校で共同生活をしていたので、国に関係なく、仲が良く、コミュ

ニケーションも日本語でとれている。特定活動で、国ごとで、となると、難しいかもしれない。
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［特定技能２号について］
●　2 号が設定されれば、リーダー管理者になれる。

7 特定技能外国人の声

●　日本で長く仕事をしたい。
●　国の友達にも、この制度を知らせたい。
●　日本の生活で困っていることはない。食材や食べるところも多い。漢字もオッケー。

8 共生社会の実現に向けた取組

●　地域の共同作業として清掃活動へ参加している。
●　コロナ禍でここ 3 年間ほど実施していないが、駐車場で地元の方を招いて年に１回「卵まつり」

をやっていた。
●　鯉渕学園の文化祭（卵のブース出店）、出身の学校のお祭りなどに参加している。
●　外国人同士のコミュニティによる情報伝達が早い。日本人より細かな確認作業が必要と思う（責

任者）。
　

［事例12］　かすみがうら農場
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国籍に関係なく
部門のリーダーに登用したい事例

［畜 産］

13

1 基本情報

［経営規模］
●　主な畜種　　酪農・畜産
●　飼育頭数　　肉用牛 700 頭、乳用牛 750 頭　
●　売 上 高	 年間 12 億円
●　社員構成　　日本人 45 人、外国人５人
●　そ の 他　　和洋グループとして群馬県と茨城県と福島県の農場では繁殖・肥育を行っている。
  

［在留資格等］
●　特定技能外国人　　２人（ベトナム　女性２人）
●　技能実習生　　　　２人（インドネシア、男性２人、2022 年６月から）
●　特定活動　　　　　１人（バングラディッシュ、男性）

2 導入のきっかけ・取り組み等

●　人手不足の解消と従業員の労働時間の適正化のため、外国人材を探していた。いきなり技能実
習生よりも、まずは語学力がある特定技能から始めてみようと考え雇用した。

●　従業員の労働時間の適正化という観点では、責任やこだわりをもって仕事をする日本人の従業

受 入 れ 機 関

登録支援機関

農業生産法人 株式会社和洋デイリーファーム
（群馬県太田市）

互敬クラウド協同組合
（群馬県前橋市）
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［事例13］　農業生産法人 株式会社和洋デイリーファーム

員が多いことを背景に、長時間労働で残業が常態化しているという職場環境の課題があった。そ
こで、外国人材のような決められたことをきっちりやる人材を採用することで、日本人の従業員
に労働時間を意識した働き方が波及して、良い効果が生まれることを期待した。

●　外国人材は技能実習生時代に北海道釧路市で働いていたが、別の地域でも農業を経験したいと
いう希望があった。

 
［リクルート方法について］

●　他社の技能実習３号の修了者を登録支援機関から紹介され、特定技能として採用した。

3 雇用契約・支援内容

［雇用契約］
●　直接雇用で連続して３年の契約。
●　若い女性なので結婚などライフプランを考慮し、３年の契約とした。できれば５年間居てほし

いと考えている。

［支援計画について］
●　受入れ機関と相互に確認しながら、登録支援機関が作成。
●　ガイダンスでは一通り全て説明したが、技能実習生として北海道で働いていたため、税金など

に理解はあった。

［住環境について］
●　会社で借りたアパート（40平米、職場から 3キロ程度）に 2人で生活しており、家賃（2 万／月）

は給料から控除される。2 人で住みたいと外国人側から要望があった。
●　Wi-Fi 設備を完備し、自転車を貸与している。6 畳 2 間で個室があるので、プライバシーも守

られている。
●　ごみ出しのトラブルはない。太田市はもともと製造業等に外国人が多い自治体なので、ごみ出
しのルールを色んな言葉で翻訳している等、外国人受入れに歴史がある。

［苦情対応等について］
●　電動アシスト自転車の希望があり対応した
●　コロナワクチン接種等の希望に対応している。
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4 労働条件とキャリアアップ・処遇

［労働条件］
●　月給制　216,000 円（2 年目の今年は 2,000 円昇給した。）
●　賞与３か月分あり、年 2回（7月と 12 月）支給としている。
●　勤務時間は、8 時間（休憩は昼 12 時～ 13 時と午前中に 30 分で、90 分）となっている。残業はない。
●　固定シフト制のため、日にちを指定した休日の要望がある場合は配慮している。また、月に最
低 1回は 2人の休日を合わせるようにしている。

●　分娩など特殊な技術が必要な部門に関わることがあれば手当（分娩の場合は 1頭あたり）を
支給する。

  
［安全衛生について］

●　作業マニュアルの遵守と徹底
●　従業員が、注意事項（大声を出してはいけないなど）を母国語に翻訳して解説した。

［キャリアアップについて］
●　特定技能は 5 年が期限なので、入れ替わりのタイミングで後任に指導して欲しいと考えている。
●　将来は、特定技能が担当している搾乳チームのリーダーになってほしいと考えている。

［昇給等について］
●　2 年目になり、2,000 円アップした。

［能力向上について］
●　社内勉強会等は、日本人と一緒に参加している。

［福利厚生について］
●　作業着等（長靴、合羽、防寒着、作業着）の支給
●　BBQ の実施など、福利厚生があるがコロナで自重している。
●　昼食代を補助している。

［交流支援や苦情対応について］
●　普段はパートさんとお昼を食べに行っており、職場に馴染んでいる。
●　定期的な面談を実施している。登録支援機関の通訳とは LINE でやりとりをしている。
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5 効果と今後の動向

［受け入れ効果について］
●　労働力アップや従業員が休日を取得しやすくなったことに比例して、職場が活性化した。
●　まじめで一生懸命に働くので、多従業員にも好影響が出ている。
●　日本人従業員とも差別しなく、同等に対応しており、刺激や好影響がある。

6 新規受入れ国等の考え方

［新規国籍者について］
●　特定技能外国人のベトナム人に加えて、６月から技能実習生を受け入れた。
●　ベトナムとインドネシアの文化や国民性の違いなど、多国籍による不安があるためシフトをず

らしているが、少しずつ慣らしていきたい。

［特定技能２号について］
●　帰国しない特定技能２号が設定された場合は、能力向上として運転免許取得の支援などしてい

きたい。

7 特定技能外国人の声

●　仕事は慣れてきて、楽しいです。
●　日本食は好きですが、納豆は少し苦手です。
●　日本語は漢字が難しいです。
●　帰国してからのことは、まだ考えていません。
●　特定技能の仲間と二人で生活しており、楽しいです。
●　日本での暮らしは便利です。

 

特定技能外国人

［事例13］　農業生産法人 株式会社和洋デイリーファーム
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外国人材も受入れ機関も
コミュニケーションが一番大事事例

［畜 産］

14

1 基本情報

［経営規模］
●　主な畜種　　豚
●　飼育頭数　　850 頭（うち母豚 90 頭）　（年 2 回出産）
●　売 上 高	 年間１億円
●　社員構成　　日本人 5 人、外国人 3 人
●　そ の 他    養豚に加え精肉販売（ブランド豚で六次産業化、直営店のアグリガーデンがある）
 

［在留資格等］
●　特定技能外国人　　3 人（インドネシア　男性 2 人、女性 1 人）

2 導入のきっかけ・取り組み等

●　求人をかけても日本人の人手が集まらず、将来的には海外の人材の取り合いが始まると考え、
先手を打って特定技能の雇用を開始した。

●　外国人材側は、高賃金への期待を抱きつつ、帰国後に自身の夢を実現するために役立つ経験を
培いたいと考えている。インドネシアはイスラム社会であるが、出身のバリ島はヒンドゥ教で、
豚肉文化も浸透している。

受 入 れ 機 関

登録支援機関

有限会社NOUDA
（徳島県上板町）

アクセス共同事業組合
（徳島県徳島市）
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［事例14］　有限会社NOUDA

［リクルート方法について］
●　監理団体、登録支援機関から紹介された人材を、特定技能として採用した。
●　オンラインで面接を実施し、採用基準は日本でどのような人材が受け入れやすいかを考え、性
格重視とした。

3 雇用契約・支援内容

［雇用契約］
●　直接雇用で連続して 5 年の契約。
●　実際に一緒に働いて職場の雰囲気が明るくなり、5 年の契約で良かったと思っている。

［支援計画について］
●　受入れ機関と相互に確認しながら、登録支援機関が支援計画を作成。
●　日本での生活が困らないように、すべての面でバックアップしている。定期的に、近隣に住ん
でいる元小学校校長による文化、マナー、税金の制度などの勉強会を実施している。なかなか理
解できない場合が多いが、元校長の協力に感謝している。

［住環境について］
●　職場から 2km 内に一軒家とマンションを借り上げ、男性（マンション）女性（一軒家）で分

散して生活している。
●　近隣住民にも連絡を取り、了解してもらっている。

［地域交流について］
●　地域行事（幼稚園児と七夕の飾りつけ等）に参加し、また地域の小学校との交流もある。幼稚
園児に絵本を読んであげたこともある。

●　日本語をすごく勉強し、なんでも興味を示し、あいさつもよくする。

［交流支援について］
●　小学校の授業では、民族衣装で参加した。その場には、徳島県の副知事が見に来ていた。
●　小学校の食育教育において、牧場見学や食材の提供等を実施し、2020 年 SDGs のパートナー
シップ賞も得ている。

●　地域の人には声掛けするので、逆に野菜などもらうこともある。
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4 労働条件とキャリアアップ・処遇

［労働条件］
●　時給制　850 円
●　勤務時間は、8 時間（休憩は昼 12 時～ 14 時で、120 分）となっているが、外国人はそんなに
休憩がいらないということなので働くこともあり、その分は残業代として支給している。

●　外国人たちは休日出勤を希望するため、応じることもあるが、労務管理には注意している。
●　休日は 8 日／月としているが、外国人材側は休日出勤も要望する。

［安全衛生について］
●　豚の習性などをきちんと理解させ、どのように回避する必要があるか等、事前に安全注意を促
し徹底している。

●　生き物を扱うため危険は付きまとうが、事故が起きてしまったら再発防止に向けて、手書きの
豚舎図を描くなどを用いて、しっかりと情報共有するようにしている。

●　取材当日も、豚と扉に挟まれけがした女性の特定技能外国人を、社長が引率して病院診察をし
てきた。

 

［キャリアアップについて］
●　キャリアアップの仕組みがあり、日本人も外国人も関係なく指導するリーダー等への昇格を考
えている。

●　後輩の特定技能人材への指導計画を自身で考える等、外国人従業員のリーダーとして活躍して
いる。

［昇給等について］
●　雇用してまだ日が浅いが、3 か月（いわゆる研修期間のイメージ）が経ち、時給で 50 円アッ

プし 7 月より 900 円／時とした。

［能力向上について］
●　近隣に住んでいる元小学校校長による日本語勉強会を行っている。資料も自ら作成して、税金

等の説明もしてくれる。
●　はじめは定型的な話ししかできなかったが、努力したことで上達した。

［福利厚生について］
●　徳島の文化を勉強するにあたり、鳴門の渦潮を見学した。
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5 効果と今後の動向

［受け入れ効果について］
●　労働力アップや職場活性化に加えて、明るい職場で売上も増加しており、これから益々伸ばし

ていけるイメージを持てている。
●　この制度に感謝している。自分たちの働き方も変わり、この制度が広まってほしいと考えている。

［帰国後の交流について］ 
●　帰国後の交流についても、一生の付き合いだと考えており、交流していきたい。
●　いい人材と出会ったと感謝している。特定技能の雇用期間で、終わりではないと思っている。

6 新規受入れ国等の考え方

［新規国籍者について］
●　現在の受入国インドネシアしか考えていない。
●　その中でもヒンドゥ教の割合が多いバリ島から受け入れたい。

［特定技能２号について］
●　これから 1 年 1 年の積み重ねであり、バリ島に帰っても仕事がなければ、まず 5 年はやっても

らいたい。特定技能 2 号は、その後考えたい。

7 特定技能外国人の声（女性）

●　日本の給料は、インドネシアの数倍あり、満足しています。
●　帰国したら、日本語学校とホテルを作りたいです。
●　11 歳と 9 歳の子供がいます。
●　お風呂やシャワーもあり、日本の家は住みやすいです。
●　ごみ出しルールも守り、近所とは仲良くしています。
●　日本語は漢字難しいけど、練習しているからオッケーです。
●　買い物へは一人でも行きます。うどんやラーメン食べたい。納豆はダメ。
●　校長先生は、日本の生活のことを教えてくれます。
●　リーダーは難しいけど、考えてやっています。

  

［事例14］　有限会社NOUDA

受入れ機関の代表者（左）と特定技能外国人たち
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　（一社）全国農業会議所では、農林水産省の補助事業「外国人受入総合支援事業」にて、特定技能
制度の適切な運用を目的に、令和２年度～同４年度の３年間で、農業分野での外国人材受入れに関す
る優良事例の収集・周知を実施しました。その主な手順は、①優良事例選定の基準策定、②優良事例
の選定・確認、③優良事例の現地収集、④事例集の作成・周知で進めました。
　その一環として、農業特定技能協議会に加入している受入れ機関に対して、農林水産省協力のもと
にアンケートを実施しました。アンケート結果は、①特定技能制度における農業分野の受入れ状況と
してとりまとめ、併せて、②優良事例集の作成に活用しました。
　アンケート調査結果のとりまとめを、以下のとおり説明します。
※数値は(令和２年度➡令和３年度➡令和４年度)
※グラフは令和３年度、令和４年度
※必要に応じて、農業特定技能協議会等のデータも挿入

アンケート調査の実施概要1

　アンケート調査の実施概要について説明します。主なポイントは、① 制度導入の理由とリクルー
ト方法 　② 特定技能外国人との雇用契約や支援の内容 　③ 特定技能外国人の労働条件とキャリア
アップ・処遇 　④ 受入れた効果と今後の受入れ意向　⑤ 特定技能外国人との帰国後の交流　⑥ 新
規受入れ国の検討と共生社会に向けた取組（３年度及び４年度のみ）　です。

農業特定技能協議会に加入している、受入れ機関からの回答状況

令和２年度 令和３年度 令和４年度

調査機関数 318 約1,500 約3,000

回答機関数 84 174 307

回収率 26% 約12% 約10%

※（参考）農業特定技能協議会の加入機関の耕種・畜産の割合は、以下のとおり

調査年月 耕種農業 畜産農業

令和2年1月 72% 28%

令和2年8月 70% 30%

令和3年3月 71% 29%

令和4年1月 73% 27%

調査対象の経営規模など2-1

　受け入れている農業者等は、個人経営から大規模経営までありますが、アンケートの対象は耕種・
畜産とも、大規模経営の農家や農業法人が多くを占めています。これは農林水産省と確認のうえ、調
査対象の優良基準やポイントを事前に設定したため、その基準に合う大規模経営が調査のメインとな

優良事例調査に見る先進的取り組み
～３カ年のアンケート集計とその特徴～
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りました。一方で、令和４年度では個人経営も増え、可能な限り取り入れました。
　また耕種・畜産とも、特定技能外国人とともに技能実習生も受け入れている機関が多くを占めま
した。

　耕種農業では野菜栽培が大半で、野菜全般から単一栽培まであります。そのほか、花卉やキノコ栽
培も一定数ありました。
　畜産農業でも、同じく大規模経営がほとんどで、酪農を始め、養豚、養鶏などです。
　また技能実習では2号や3号への移行対象の職種・作業となっていない水稲、肉用牛肥育、ブロイラー
飼育、種鶏・孵卵業務なども含まれています。

※（参考）農業特定技能協議会アンケート（令和4年1月）では、以下のとおり
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特定技能外国人の受入れ状況2-2

　令和２、３年調査の受入れ人数は耕種・畜産とも、1機関あたり1人～ 2人が大半（78%⇨73%）で
すが、8人以上（6%⇨7%）もありました。これは、新たに創設された特定技能制度に取り組むため、
慎重な受入れが優先した結果だと思われます。また、個人経営農家の参加が増加するに伴い、この傾
向がより明確に出ています。
　その一方で令和4年調査では、10人以上の受入れ機関も47機関（15%）に増え、中には数十人規模
の受入れ機関もありました。

　また特定技能外国人を雇用開始した時期は、令和４年度調査では、令和元年度後半が7.6%、令和2
年度前半が6.7%、令和2年度後半12.6%、令和3年度前半が14.3%、令和3年度後半が27.0%、令和４年度
前半が31.8%で、特定技能制度がしり上がりに定着してきたことを示しています。
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特定技能制度を活用した理由について（複数回答が可）3

　受入れ機関側が受入れにあたって期待したことでは、人手不足の解消（78%⇨83%⇨73%）と、外
国人材の活躍に期待して（65%⇨64%⇨36%＋α）に二分され、人材不足を受け特定技能外国人を即
戦力として期待していることがわかります。
　さらに、技能実習生時代からの取組姿勢や仕事ぶりを信頼し、継続して働いてもらう事例も多くあ
ります。

　外国人材側が期待したと思われることは、大半が日本での就労希望があり（87%⇨93%⇨76%）、高
賃金にも期待している（36%⇨58%⇨46%）ことが明白となっています。特に母国との賃金格差や帰
国後の資金活用など、それぞれの理由や目標のもとに仕事に臨んでいます。さらに、受入れ機関側と
の技能実習期間中にできた人間関係（信頼関係）を重視し、慣れ親しんだ農業現場に従事している事
例も相当数ありました。

特定技能外国人のリクルート方法について4

　多くが技能実習2号や同3号の修了者であり（95%⇨72%⇨72%）、帰国実習生も一定数あります。中
でも２号修了者が多くを占めていますが、3号修了者も増え、かつ自社ルートでの採用（令和４年グ
ラフ参照）が多くを占めています。
　また試験合格者ルートも着実に増え （6%⇨13%⇨11%）相当数存在しており、国家戦略特区での農
業支援人材からの移行（1⇨0⇨0）も僅かにありました。
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※（参考）農業特定技能協議会アンケート（令和4年1月）では、以下のとおり

　リクルート方法では、関係する監理団体や登録支援機関から紹介を受けた事例（52%⇨51%⇨50%）
が多い中、自前でリクルートした機関（23%⇨25%⇨25%）も少しずつ増え、中でも気心の知れた
自社の実習実施者から移行する外国人材が多くを占めています。海外送出機関を通じ採用した機関

（7%⇨3%⇨3%）もありました。
　また令和４年度では、コロナ禍で帰国できない外国人材を、特定技能で採用したとの機関も多くあ
りました。
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※（受入れ側が課題としたこと）
●　申請書類が多く、準備に時間がかかった（約半数）
　（当局自体が混乱、内容が日々更新される、審査に時間がかかりすぎる、評価調書を断られた等）
●　制度が複雑でわかりずらかった（30%）
●　給与の控除項目（税金や年金）を納得してもらうまでが大変

特定技能外国人材との雇用契約について5

　ほとんどが直接雇用（100%⇨95%⇨94%）と回答しましたが、回答内容から実態は農業者の直接雇
用が9割で、派遣方式が1割程度あると思われます。

　雇用期間は、大半が特定技能制度の最長5年まで雇用したいと考えていますが、労使双方の事情
から、とりあえず1年間とした機関（46%⇨25%⇨41%）と、3 ～ 5年間の連続雇用契約とした機関

（44%⇨59%⇨35%）に分かれます。農繁期（繁忙期）を雇用して農閑期は雇用しないタイプは、（1機
関⇨3機関⇨1機関）のみでした。

採用に至った経緯（令和３年度）

雇用形態（令和３年度） 雇用形態（令和４年度）

51％

25％

19％

1％
3％

監理団体・登録支援機関からの紹介
自前
送出機関
職業紹介所
マッチングサービス
その他

1％

採用に至った経緯（令和３年）

雇用形態（令和３年）

95%

3%
2%

直接雇用
派遣契約
両方

雇用形態（令和４年）

94%

3%
2% 1%

直接雇用
派遣契約
直接雇用と
派遣契約の両方
その他

雇用形態（令和３年）

95%

3%
2%

直接雇用
派遣契約
両方

雇用形態（令和４年）

94%

3%
2% 1%

直接雇用
派遣契約
直接雇用と
派遣契約の両方
その他

参考資料



74

特定技能外国人への支援内容について6

　1号特定技能外国人に対しては、支援計画の作成と支援が必要となっていますが、支援計画は8割が
登録支援機関で作成（81%⇨82%⇨75%）しています。一方、受入れ機関自らが作成（13%⇨18%⇨24%）
した機関も一定数あり、少しずつ増えてきています。特に、大規模農業経営体では、自前での支援計
画作成が増加しています。

※（参考）登録支援機関への委託料（農業特定技能協議会でアンケート）

（平成2年1月） （平成3年3月） （平成4年1月）

　 ～ 1万円 18% 9% 5%

1.1 ～ 2.0万円 35% 41% 37%

2.1 ～ 3.0万円 21% 36% 46%

3.1 ～ 4.0万円 26% 14% 12%
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　入国前のガイダンスでは、自社の技能実習生からの移行が大半を占めるため、重複する支援ポイン
トを説明するには至っていないが、技能実習との違いや責任の度合い、給与や労働などの雇用条件、
税金と年金加入等については、特に力点を置いて説明しています。さらに労働に当たっての心構え、
生活面では日本での過ごし方や日本人との交流充実などについて説明しています。

　用意した住環境では、職場から近隣でかつ日常生活に必要なスーパー等の距離などを重視して決め
ています。さらに、Wi-Fi設備環境を整え、個室や1人1部屋など部屋の広さ、プライバシーの確保や
生活備品の充実も図っています。また宿舎を新築・改築した事例なども、複数機関ありました。そし
て戸建てを借り上げて複数人の外国人材が住む場合、受入れ機関側があいさつなどを通じて、近隣と
のトラブル回避に努めている事例もあります。

　一方で、祭りや地域行事などを通じた日本人社会との交流支援を企画・実行しようとしていますが、
新型コロナ感染症予防のため実施できていない機関が数多くありました。さらに環境美化活動や道路
わきの草刈り作業など、特定技能外国人が地域作業に参加するケースも一定程度出ています。
　苦情対応や面談では、労働面では外国人材側が残業や休日出勤を求める一方で、生活面ではごみの
分別などの生活ルール、コロナ禍での生活の厳しさを訴える人も多い。
　総括すれば、新型コロナ対策やプライバシーの確保に留意して、双方のコミュニケーション充実に
努め、特定技能外国人材との信頼構築を目指している姿が見えます。
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特定技能外国人材の労働条件について7

　時給か月給かでは、時給制（52%⇨68%⇨80%）と月給制（48%⇨32%⇨20%）となりました。時給
制が増えたのは個人経営農家での特定技能外国人の雇用増加を反映した形となっています。賃金はす
べての受入れ機関が技能実習生より高く設定していますが、令和2年度～令和４年度の中心帯は、時
給では800円～ 1,000円、月給では16 ～ 19万円になっています。また令和3年度と4年度では20万円以
上の賃金も増え、個人経営農家を含め賞与を出すケース（約2割）も増えてきました。
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※（参考）厚生労働省の調査結果では、以下のとおり（円）

令和２年６月 令和３年６月

特定技能 174,600（勤続1.1年） 194,900（勤続2.0年）

技能実習 161,700（勤続1.7年） 164,100（勤続2.0年）

外国人労働者平均 218,100（勤続2.7年） 228,100（勤続3.4年）

　1日の労働時間は8時間が大半 （令和年4度は平均７．８時間） でしたが、職種や作業及び経営規模に
より幅がありました。
　労働時間で気を付けていることは、（農業は時間管理等の一部規定が労基法41条で適用除外ですが）
適切な労働時間管理に努めています。
　一方で、外国人材側ができるだけ多く働きたいとの要望に対して、特定技能外国人の体調管理や他
従業員とのバランス等を踏まえ、残業を抑制している一面もあります。

　1か月の休日は4 ～ 5日が大半でしたが、職種・作業により幅があり、10日以上もありました。休
日に関しては、心身ともに休息してもらうことを第一とし、プライベートな時間として受入れ側は余
計な干渉はしないことを基本にしています。

　1日の休憩時間は1.5時間（昼休み1時間、午前15分と午後に15分）が多くありましたが、酪農など
ではその作業形態から4時間以上の事例もあります。作業や季節に応じてこまめに取り、水分補給や
体調管理に注意しています。また、作業形態から全員が一律に休憩取得できない事例もありました。
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　作業時の安全衛生面では、多くが作業開始時などに注意喚起するとともに、定期や随時のミーティ
ング等で、安全面や衛生面の指導を徹底している事例が多くあります。基本的には、危険な作業はさ
せないとの方針ですが、お互いの声掛け徹底や慣れによる危険性を注意喚起している機関が多くあり
ました。職場環境等を踏まえ、多くの機関がさまざまな注意や安全指導を心掛けています。

0

20

40

60

80

60分 70～80分 90分 100分

1日の休憩時間（令和３年度）

■ 耕種農業 ■ 畜産農業

110分～

休憩時間の取り方(令和４年)

安全衛生の徹底法（令和４年）

31％

25％

27％
14％

3％
体調のチェック
お茶、ドリンク、
茶菓子の提供（水分・塩分
等を取るように）
暑い時期は休憩時間を
長くする
昼休憩を長くし、所用を
済ませたり仮眠をとれる
休憩時間にしている
その他

48％

29％

18％

3％
2％

ポスター等により
注意喚起
常に事前に安全注意を
促し徹底
大きな声で合図や
声かけ等を徹底
事故の動画で危険性を
その他

休憩時間の取り方(令和４年)

安全衛生の徹底法（令和４年）

31％

25％

27％
14％

3％
体調のチェック
お茶、ドリンク、
茶菓子の提供（水分・塩分
等を取るように）
暑い時期は休憩時間を
長くする
昼休憩を長くし、所用を
済ませたり仮眠をとれる
休憩時間にしている
その他

48％

29％

18％

3％
2％

ポスター等により
注意喚起
常に事前に安全注意を
促し徹底
大きな声で合図や
声かけ等を徹底
事故の動画で危険性を
その他

休憩時間の取り方（令和４年度）

安全衛生の徹底法（令和４年度）



79

特定技能外国人材のキャリアアップや処遇について8

　この調査の重要ポイントですが、特定技能外国人のキャリアアップや能力向上の仕組みがある機関
や、今後導入を考えている機関は相当数あり（30%⇨48%⇨47%）、しかも確実に増えています。
　具体的には、作業員（スタッフ）からグループリーダー及び指導員や現場監督者などで、能力に応
じた昇格・昇給を考えています。そのため受入れ機関側（直接雇用者・派遣事業者とも）は、現場指
導に加えカリキュラムやプログラムを組み、知識や実技の研修・研鑽に励んでいます。
  一方で、個人経営農家の実情や職場の雇用実態から、キャリアアップは考えていない機関も一定数
ありました。

　賃金昇給の導入については半数機関が仕組みがある（48%⇨52%⇨33%）と答え、その他も導入を
検討しています。具体的には、定期昇給を基本としながらも、自動車運転免許取得や大型機械の資格
取得など、能力や要件に応じた手当の支給やボーナスの支給等がありました。
　賃金以外の手当がある機関も多く（48%⇨39%⇨38%）、皆勤手当、通勤手当、リーダー手当、技能
手当、運転免許手当、日本語検定手当など、様々な手当や現物支給等がありました。
　また技能実習からの移行に際しては、すべてが賃金を引き上げています。
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　福利厚生面の導入機関は多く（57%⇨39%⇨60%）、大半が誕生日会や会食や旅行などを通じた親睦
会でした。しかし、コロナショックを受け、実施できていない機関も数多く見られます。

特定技能外国人を受け入れた効果について（複数回答が可）9

　大半が労働力アップにつながった（88%⇨92%⇨83%）と答え、次に職場の活性化（44%⇨41%⇨30%）
や規模拡大（37%⇨26%⇨22%）と続き、その結果、売上増加（15%⇨22%⇨17%）した、イメージ向
上した（17%⇨14%⇨5%）となっています。
　また、職場の生産性向上や、仕事に取り組む現場全体の姿勢や活気が向上したとの報告も多くあり
ます。
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　さらに、特定技能外国人が技能実習生の模範（30%=令和4年）となり、目標になっているとの報告
も、多く出てきています。

帰国後のフォローや今後の特定技能外国人材の採用について10

　相互訪問等の帰国者との交流を企画している機関（43%⇨34%⇨21%）のほか、一部には事業提携
や海外展開を模索していく機関（5%⇨4%⇨7%）もあります。

　今後の採用は、特定技能外国人を増やしていくという機関（76%⇨66%⇨56%）が圧倒的に多く、
その意向がない （5%⇨1%⇨7%）とした機関は少数でした。また、今後の情勢がわからないので、動
向を見守りたい又は分からない（19%⇨33%⇨35%）との意見も一定数あり、コロナ禍の影響からか
増えています。
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　特定技能外国人材を増やす理由としては、日本人労働者の確保が難しいしい中、スキルや意欲のあ
る外国人材を、即戦力として積極的に活用していくとの姿勢が明確に見られます。
　一方で、特定技能２号の設定にも期待が寄せられています。

新たな受入国の需要について11

　現在受け入れている国では、ベトナムが一番多く、中国、フィリピン、インドネシア、カンボジア、
ミャンマーなどとなっています。
　今後新規に受入れを検討している国としては、令和4年ではインドネシア、ミャンマー、ベトナム、
カンボジア、ラオス、タイ、フィリピン、ネパール、バングラデシュ、モンゴル、モンゴル、スリラ
ンカ、パキスタン、ウズベキスタンの順となりました。
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　新規受入れ国の検討にあたり、異なる文化、宗教、食事、慣習を懸念し、多国籍人材間の共生やコ
ミュニケーションに気遣っています。
　その結果、受入れニーズとしては、積極的に受け入れたい（令和3年=28%⇨15%）とする一方、不
安はあるが受け入れたい（令和3年=49%⇨42%）、あまり受け入れたくない（令和3年23%⇨29%）と
の回答も相当数ありました。
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共生社会に向けた取り組み12

　地域の行事やイベント（祭り、運動会、文化祭、日本語教室、小学校との交流会等）に、特定技能
外国人を参加させたりする一方、地域での奉仕活動など（除雪。草刈り、道路清掃等）に参加して地
域交流を深めていく取り組みも進んできています。

地域交流（令和４年度）
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